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1051年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ2世｣(~1063年)
1051年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｷｴﾌ洞窟修道院のおこり
1051年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ1世｣
1051年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣
1051年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣(~10700717死去)
1051年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｵｯﾄﾞｰﾈ｣(~1057年死去)
1051年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Judith｣(~1063年)共同統治
1051年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~10560910死去)
1051年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Yahya Muhammad ben Ma'n｣
1051年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾆｴﾌﾞﾗ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Nars Fath｣(~1053年)
1051年2月3日-08:00|中国|  ||西夏･天祐垂聖1年;契丹･重熙19年12月19日|西夏､契丹に使を遣わし､旧に依り臣
  属を乞う
1051年2月21日-09:00|日本|  ||永承6年1月8日|<死去>敦明親王､皇族(生年994年)
1051年3月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ4世｣
1051年3月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ2世｣(~10620309死去)
1051年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾌﾙｸ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ｣
1051年4月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ｣ﾌﾙｸ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝの子(~1093年死去)､｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世｣
  ﾌﾙｸ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝの子(~1067年)
1051年8月4日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永承6年6月25日|源頼義､相模国鎌倉郡由比郷に石清水八幡宮を勧請
  /幡を亀谷の山上に納める
1051年8月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ﾄﾞﾛｺﾞｰﾈ｣
1051年8月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ｳﾝﾌﾚｰﾄﾞ｣ﾄﾞﾛｺﾞｰﾈの弟(~1057.8死去)
1051年10月8日-08:00|中国|  ||契丹･重熙20年9月|また条制を更定し頒かつ
1051年11月20日-09:00|日本|宮城県大崎市|永承6年10月14日|<鬼切部の戦い>陸奥守･藤原登任が八千の兵を出
  して安部頼良の懲罰を試み,陸奥国玉造郡鬼切部で戦い大敗(前九年の役始まる)
1052年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬﾝｶﾞﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Mapanji Alanjung Ahyes｣(~1059年)
1052年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Rajadhiraja Chola｣
1052年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｪﾝﾄﾞｰﾗ2世｣ﾗｰｼﾞｪﾝﾄﾞｰﾗ1世の息子(~1063年死去)
1052年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Tamghach Khan Ibrahim｣(~1068年死去)
1052年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾄｩｸﾞﾘﾙ｣(~1053年死去)
1052年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ公ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ(~1054年)
1052年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢William2世｣(~1066年死去)
1052年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾙｲ｣(~1071年)
1052年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Abu 'Utba from｣(~1054年)
1052年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾓﾅ･ﾀｲﾌｧ｢Al-'Aziz｣(~1066年)
1052年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｶﾞｲﾏｰ2世｣
1052年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ2世｣(~1069年死去)
1052年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾒﾝﾄﾞ･ﾇﾈｽ｣
1052年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾇﾉ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(~10710118死去)
1052年2月18日-09:00|日本|  ||永承7年1月15日|月食起きる
1052年3月15日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|永承7年2月12日|香椎宮焼失
1052年4月29日-09:00|日本|京都府宇治市|永承7年3月28日|関白藤原頼通が宇治の別荘を寺院とし平等院を創建
1052年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公･ﾏﾝﾄｳﾞｧ伯｢ﾎﾞﾆﾌｪｰｽ3世｣兼ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ4世｣暗殺され
  る
1052年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ｣ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｵ4世の子(~1055.7),｢ﾏﾃｨﾙﾃﾞ｣ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｵ4世
  の娘(~1056年),｢ﾍﾞｱﾄﾘｰﾁｪ･ﾃﾞｨ･ﾊﾞｰﾙ｣ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｵ4世の妻でﾌｪﾃﾞﾘｰｺとﾏﾃｨﾙﾃﾞの摂政(~1076年)
1052年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧ伯｢ﾏﾃｨﾙﾀﾞ｣(~11150724死去)
1052年5月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~1055.7死去)､｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ｣摂政(~1055年)
1052年5月31日-08:00|中国|  ||宋･皇祐4年5月|儂智高がﾖｳ州を占領し仁恵皇帝と称し{大南}建国｢啓歴(1052-1
  053)｣広州を包囲
1052年6月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公･ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ4世｣暗殺される
1052年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｷﾞｻﾙﾌ2世｣(~1077年)
1052年6月28日-09:00|日本|京都府京都市北区|永承7年5月29日|紫野に祇園社創建
1052年7月29日-08:00|中国|  ||宋･皇祐4年7月|狄青が儂智高討伐/儂智高は撤退
1052年9月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永承7年8月25日|長谷寺焼失
1052年10月4日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1054年)
1053年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｱｽ･ｼﾝﾄﾞ国がｶﾞｽﾞﾅ朝帝国から離脱
1053年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾄｩｸﾞﾘﾙ｣
1053年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾌｧｯﾙﾌｻﾞｰﾄﾞ｣(~10590404死去)
1053年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｵﾏｰﾝはｾﾙｼﾞｭｰｸ帝国の一部(~1154年)
1053年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞﾙﾌｧｽ･ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ｱｯﾀﾞｲﾗﾐ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣
1053年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｼﾙﾍﾞｽ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad2世｣(~1058年)
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1053年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｺﾞｯﾄﾞﾌﾘｰ顎髭公｣摂政(~1055年)
1053年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾙﾄｻ･ﾀｲﾌｧ｢Ya'la｣(~1057年)
1053年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ8世｣ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ3世の息子(~10540717)
1053年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ｣(~1054年)
1053年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Idris3世al Sami｣⇒｢Idris2世｣(~1054年)
1053年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾛﾝﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Badis ibn Hilal｣(~1057年)
1053年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<廃位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ1世(ｸﾉ)｣ｽﾞﾄﾌｪﾝ伯
1053年1月23日-09:00|日本|  ||永承8年|<任命>鎮守府将軍｢源頼義｣(~不詳)
1053年1月23日-08:00|中国|  ||西夏･福聖承道1年|西夏の毅宗が福聖承道(-1056年)と改元
1053年1月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||契丹･重熙22年;西夏･福聖承道1年|西夏皇帝･李諒祚が契丹に降表を差出
  して属国となることでこの戦争が終結
1053年1月23日-08:00|中国|  ||宋･皇祐5年1月|狄青､崑崙関の戦いで儂智高の軍勢を破って､乱を鎮圧/儂智高､
  大理へ逃亡し行方不明
1053年2月2日-09:00|日本|  ||天喜1年1月11日|永承から天喜に改元
1053年3月26日-09:00|日本|京都府宇治市|天喜1年3月4日|関白藤原頼通が平等院阿弥陀堂(鳳凰堂)の落慶供養
1053年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ伯･ｹﾝﾄ伯｢ｺﾞﾄﾞｳｨﾝ｣
1053年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｾｯｸｽ伯｢ﾊﾛﾙﾄﾞ｣(~10661014ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞの戦いで戦死)
1053年6月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||教皇軍とﾉﾙﾏﾝ諸国がﾁｳﾞｨﾀｰﾃで戦い､ﾉﾙﾏﾝ軍の勝利
1054年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮｰﾗ朝がﾁｬｰﾙｷｱ朝ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ1世をｺｯﾊﾟﾑの戦いで撃破
1054年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｳﾞｬﾁｪｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1059年死去)
1054年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1064年)
1054年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾗﾜﾃﾞｨｯﾄﾞ朝君主｢Abu Nasr Mamlan2世｣(~1071年)
1054年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｲｰｺﾞﾘ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1057年)
1054年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~10771227死去)
1054年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<再位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ3世｣(~1059年)
1054年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ｺﾞｲｽﾗｳﾞ･ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞﾘｪｳﾞｨｯﾁ｣
1054年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｶｲﾄﾞ｣
1054年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ3世若公｣(~1055年)
1054年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｺﾞｯﾌﾚｰﾄﾞ1世｣ﾍﾞｱﾄﾘｰﾁｪの夫として(~1069年死去)
1054年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Hoel2世｣(~1084年)
1054年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世｣ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ1世の次男(~1061年退位~10920114死去)
1054年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ﾐﾊｲﾛ1世ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞﾘｪｳﾞｨｯﾁ｣(⇒1077年ﾄﾞｳｸﾘｬ王~1081年死去)
1054年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏｼﾝ｣(~1055年死去)
1054年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世｣ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ1世の三男(~1055年退位~10930906死去)
1054年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad2世al-Musta'li｣⇒｢Yahya3世al-Mahdi｣(~1057年)
1054年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ｽﾋﾟﾁﾌﾆｪﾌ2世｣(~10610128死去)
1054年2月11日-08:00|中国|  ||西夏･福聖承道2年;契丹･重熙23年|西夏､契丹に臣礼をとり和を結ぶ
1054年2月11日-08:00|中国|  ||宋･皇祐6年|ﾁﾍﾞｯﾄでﾄﾞﾑ･ﾄｩﾝがｶｰﾀﾞﾑﾊﾟ(教誡派)をはじめる
1054年2月18日-09:00|日本|京都府京都市中京区|天喜2年1月8日|高陽院内裏焼亡
1054年2月20日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ1世賢公｣
1054年2月20日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ1世｣(1期目~10680915)
1054年2月20日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1073年)
1054年4月11日-08:00|中国|  ||宋･至和1年3月|北宋の仁宗が至和(-1056年)と改元
1054年4月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第152代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ9世｣享年51(10020621生)
1054年5月10日-09:00|日本|滋賀県大津市|天喜2年4月|長等神社が現在地(滋賀県大津市三井寺町4-1)に遷座
1054年6月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<東西教会の分>ﾛｰﾏ教皇とｺﾝｽﾀﾝﾃﾞｨﾇｰﾎﾟﾘ総主教が相互に破門
1054年6月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世｣
1054年6月19日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢Henry2世｣ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世の息子(~1078年死去)
1054年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｹﾞﾘﾙ･ﾍﾞﾙｳﾞｪﾙｸｿﾝ｣(1回目~1
  062年)
1054年7月4日 00:00|宇宙|  |||超新星爆発が3日間にわたって昼間でも観測される｡現在のｶﾆ星雲
1054年7月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾛｰﾏ教会がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙ総主教に破門状､東西教会が分裂
1054年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣ﾊｲﾝﾘﾋ3世の息子(10840321神聖ﾛｰﾏ皇帝~11051231廃位
  )
1054年7月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ3世次男(~10550410死去)
1054年8月25日-09:00|日本|  ||天喜2年7月20日|<死去>藤原道雅(生年992年/公卿､歌人､中古三十六歌仙の一人
  )
1054年9月5日-09:00|日本|岩手県西磐井郡平泉町|天喜2年8月|安部頼時の子､厨川治郎貞任が叛逆を企て衣河の
  柵にたて籠る｡源頼義を襲う
1054年9月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王･ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ3世｣
1054年9月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ4世｣ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ3世とｴｽﾃﾌｧﾆｱ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙｾﾛﾅの男子(~
  10760604暗殺される)
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1054年9月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾙﾏﾇｽ･ｺﾝﾄﾗｸﾄｩｽ､ﾄﾞｲﾂの学者､作曲家(生年1013年)
1054年11月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･竜瑞太平1年10月1日|<死去>李朝大瞿越第2代皇帝｢太宗李仏瑪｣
1054年11月3日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･竜瑞太平1年10月1日|<即位>李朝大瞿越第3代皇帝｢聖宗李日尊｣(~107202
  01死去)竜瑞太平と改元(-1059)国号をﾀﾞｲｳﾞｨｪﾄ(大越)と定める
1055年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Jayasimha1世｣(~1070年)
1055年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾊﾟｰﾌ1世｣ﾁｮｰﾗ朝から独立(~1110年死去)
1055年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃ﾁｬｰﾊﾏｰﾅ朝がﾄｰﾗﾏ朝を倒してｲﾝﾄﾞへ進出
1055年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝のﾄｸﾞﾘﾙ･ﾍﾞｸ､ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞに入城し､ｶﾘﾌからｽﾙﾀﾝの称号を受ける
  ｡ﾌﾞﾜｲﾌ朝の支配終る
1055年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1067年)
1055年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾌｰﾗｰﾄﾞ･ｽﾄｩｰﾝ｣ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙの子(~1062年死去)
1055年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<退位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾘｸ･ｱｯﾗﾋｰﾑ｣
1055年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏｼﾝ｣
1055年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Albert2世｣(~1101年)
1055年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｻﾞｯｼｭ｣(~?)
1055年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Azzo｣(~1065年)
1055年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾙｷﾞﾝ｣(~1062年死去)
1055年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世｣(~10930906死去)
1055年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣
1055年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Siward｣
1055年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Tostig｣(~1065年)
1055年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはｸﾞｲﾈﾄﾞの一部(~1063年)
1055年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｪｿｰ島がRestauldによってﾓﾝｻﾝﾐｯｼｪﾙ修道院に遺贈
1055年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ戦士がｶﾞｰﾅ支配下のｱｳﾀﾞｺﾞｽﾄを略奪
1055年1月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ﾄｩｸﾞﾘﾙがﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞに入城､ｽﾙﾀﾝ位を授与
1055年1月8日-09:00|日本|京都府京都市|天喜2年12月8日|京極院内裏焼失
1055年1月10日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾌﾞﾗｼﾞｽﾞﾗﾌ1世｣
1055年1月10日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公･ﾌﾞﾙﾉ公｢ｽﾋﾟﾁﾌﾆｪﾌ2世｣ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ1世の長子(~10610128死去)
1055年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ9世ﾓﾉﾏｺｽ｣病死
1055年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾃｵﾄﾞﾗ｣(~10560831死去,ﾏｹﾄﾞﾆｱ王朝の血統断
  絶)女帝
1055年1月31日-09:00|日本|福島県喜多方市|天喜3年|新宮熊野神社創建(福島県喜多方市)
1055年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･竜瑞太平2年|李朝にﾁｬﾝﾊﾟ(占城)が入貢
1055年3月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|天喜3年2月17日|興福寺講堂･僧坊など焼失
1055年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣
1055年4月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ8世｣(1056年ﾛｰﾏ王~1061年)
1055年4月12日-09:00|日本|  ||天喜3年3月13日|1045年以後の新設荘園を停止させる(天喜の荘園整理令)
1055年4月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第153代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｸﾄﾙ2世｣(~10570728)
1055年5月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ｱｰﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣70歳
1055年5月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ｴﾙﾝｽﾄ｣(~10750610死去)
1055年7月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣
1055年7月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱをﾎﾞﾍﾐｱが支配(~1058年)
1055年8月28日-08:00|中国|  ||契丹･重煕24年8月4日|<死去>契丹可汗｢興宗耶律宗真｣年40
1055年8月28日-08:00|中国|  ||契丹･重煕24年8月4日|<即位>契丹可汗｢道宗耶律洪基｣(~1101年1月)
1055年9月9日-08:00|中国|  ||契丹･清寧1年8月16日|契丹､清寧(-1064年)と改元する
1055年9月16日-09:00|日本|京都府京都市南区|天喜3年8月23日|東寺の塔雷火により焼失
1055年10月20日-09:00|日本|京都府京都市上京区|天喜3年9月27日|法成寺焼失
1055年11月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ｳｪﾙﾌ｣
1055年11月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Conrad3世｣(~1061年死去)
1056年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾖｰﾃｨﾔｰ王国第13代国王｢ﾀﾝﾐｶﾗｰﾄ王｣(~1107年)
1056年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ王｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾊﾟｰﾌ1世｣(~1111年)
1056年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Muhammad bin Yusuph｣(~1057年)
1056年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾇﾏｲﾄﾞ朝｢Mani' ibn Shabib｣(~1063年)
1056年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｽ･ﾊﾟﾗﾃｨﾝ伯｢Godefroy｣
1056年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢ｵﾀｶﾙ｣(~10750329死去)
1056年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ﾃﾞｱ･ｼｭﾌﾟﾘﾝｶﾞｰ跳躍伯｣(~1123年死去)
1056年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ･ﾊﾟﾗﾃｨﾝ伯｢Folmar3世｣(~1075年)
1056年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｺﾝﾗｰﾄ3世｣(~1061年死去)
1056年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ9世｣(~10740207死去)
1056年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｾﾋﾞﾘｱのﾀｲﾌｧの一部
1056年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢Yahya ibn Umar al-Lamtuni｣
1056年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ｳﾏﾙ｣(~1087年死去)
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1056年2月18日-09:00|日本|岩手県一関市|天喜4年2月|<阿久利河の戦い(迫川の戦い)(陸奥国/岩手県一関市)>
  鎮守府(胆沢城)から国府多賀城に源頼義が帰ろうとして阿久利川畔に野営した際､頼義のもとを密使が訪れ､
  頼義の部下の藤原光貞･藤原元貞が夜襲を受けて人馬に損害が出る
1056年7月16日-09:00|日本|東京都足立区|天喜4年6月|源頼義､義家父子によって炎天寺創建(東京都足立区)
1056年8月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾃｵﾄﾞﾗ｣女帝/ﾏｹﾄﾞﾆｱ王朝の血統断絶
1056年8月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ6世ｽﾄﾗﾃｨｵﾃｨｺｽ｣ﾃｵﾄﾞﾗの養子.元老院議員(~10570831
  廃位~1059年死去)
1056年9月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1056年9月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ｣(~1057年戦死)､｢ﾛﾀｰﾙ･ｳﾄﾞ1世｣(~10570626殺される
  )
1056年9月15日-09:00|日本|  ||天喜4年8月4日|彗星東方に見ゆ
1056年10月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣兼ｲﾀﾘ
  ｱ王｢ｴﾝﾘｰｺ3世｣38歳(誕生10171028)
1056年10月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣兼ｲﾀﾘｱ
  王｢ｴﾝﾘｰｺ4世｣ﾊｲﾝﾘﾋ3世の長子(~11051231廃位)
1056年10月12日-08:00|中国|  ||宋･嘉祐1年9月|北宋の仁宗が嘉祐(-1063年)と改元
1056年12月1日-09:00|日本|京都府宇治市|天喜4年10月22日|宇治平等院法華堂落慶供養
1057年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾊﾟｶﾞﾝ朝のｱﾉｰﾔﾀｰ王､ﾓｰﾝ族の国ﾀﾄｩﾝ征服/ﾓﾝ文化･上座部仏教を導入
1057年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ibrahim bin Muhammad Khan｣(~1059年)
1057年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｲｰｺﾞﾘ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1060年死去)
1057年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Qarin2世｣(~1074年)
1057年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1064年)
1057年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ6世｣
1057年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｵｯﾄﾞｰﾈ｣
1057年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ｣戦死
1057年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾋﾟｴﾄﾛ1世｣(~10780809死去)
1057年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾗﾄﾞｰ｣(~?)
1057年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ8世｣(~1058年)
1057年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾏﾁﾙﾀﾞ｣(~1082年),｢ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ3世髭公｣下ﾛﾚｰﾇ候(~1069年死去)
1057年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾛﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Manad｣(~1066年)
1057年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ﾛﾝﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Nur Hilal｣⇒｢Abu Nars Fatuh｣(~1065年)
1057年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂでﾊﾞﾝﾍﾞﾙｸ家人法が成立､封建的の主従関係が形成
1057年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾄ伯｢ﾚｵﾌｳｨﾝ･ｺﾞﾄﾞｳｨﾝｿﾝ｣(~10661014､ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞの戦いで戦死)
1057年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾙﾀﾞﾆｰ島はｸｰﾀﾝｽ司教が所持(~1228年)
1057年2月7日-08:00|中国|  ||西夏･ｼｬ都1年|西夏の毅宗がｼｬ都(-1062年)と改元
1057年3月24日-08:00|中国|  ||宋･嘉祐2年2月17日|中国､北京南方で地震(M6.8)､死者2万5千人
1057年5月5日-09:00|日本|京都府京都市|天喜5年3月29日|四条宮焼亡
1057年6月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｲｻｷｵｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ｣(~10591122病で退位.1060年死去)ﾐｶｴﾙ6世
  ｽﾄﾗﾃｨｵﾃｨｺｽの文治政治に対し反乱を起こし､軍を率いて首都ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽに進軍し､ﾐｶｴﾙ6世を退位させて､自
  らが皇帝となった
1057年6月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾛﾀｰﾙ･ｳﾄﾞ1世｣殺される
1057年6月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｳﾄﾞ2世｣(~1082年死去)
1057年7月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第153代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｸﾄﾙ2世｣
1057年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ｳﾝﾌﾚｰﾄﾞ｣
1057年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｲﾙ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞ｣ｳﾝﾌﾚｰﾄﾞの弟(~10590823退位)
1057年8月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第154代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ10世｣(~10580329死去)
1057年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏｸﾍﾞｽ赤王｣ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾀﾞﾝｶﾝ1世の子ﾏﾙｶﾑ･ｶﾝﾓｰに､2度の戦
  いの末敗れる
1057年8月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾙｰﾗｯﾊ不幸王｣(~10580317死去)
1057年8月28日-09:00|日本|岩手県胆沢郡金ヶ崎町|天喜5年7月26日|前九年の役/安倍頼時は反旗を翻した豪族･
  安倍富忠を説得するために北上したが仁土呂志辺においてに富忠勢に奇襲を受け流れ矢を受けて深手を負っ
  た/鳥海柵まで退却したところで没
1057年8月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ6世ｽﾄﾗﾃｨｵﾃｨｺｽ｣(~1059年死去)
1057年9月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾙﾉｰ1世｣
1057年9月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣ﾙﾉｰ1世の息子(~10871112死去)
1057年9月5日-09:00|日本|  ||天喜5年8月4日|寅刻､彗星東方に見ゆ｡長さ丈余
1057年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｵｯﾄｰ3世｣
1057年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~1079年退位)
1057年11月25日-09:00|日本|京都府京都市|天喜5年10月26日|小野宮焼亡
1057年11月29日-09:00|日本|岩手県一関市|天喜5年11月|<黄海柵の戦い(陸奥国/岩手県一関市)>安部氏の守る
  黄海柵を源頼義が攻めるが､大敗北を喫する
1058年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃｨｴﾊﾟﾝ1世｣
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1058年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｵｰﾗﾌ1世｣(~10950818死去)
1058年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ6世｣ｷﾞｮｰﾑ3世の四男(~1086年)
1058年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ1世｣(~10780303年死去)
1058年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾟﾀﾙ･ｸﾚｼﾐﾙ4世｣ｽﾃﾌｧﾝ1世の息子(~1075年死去)
1058年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｼﾙﾍﾞｽ･ﾀｲﾌｧ｢'Isa3世｣(~1063年)
1058年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<復位>ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ﾌﾞﾚﾁｽﾗﾌ1世｣(2回目~1061年2月)
1058年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾙｰﾗｯﾊ不幸王｣次の王ﾏﾙｶﾑ3世に暗殺される
1058年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏﾙｶﾑ3世大首領王｣ﾀﾞﾝｶﾝ1世の息子(~10931113死去)
1058年3月20日-09:00|日本|京都府京都市|天喜6年2月23日|法成寺金堂など焼失
1058年3月23日-09:00|日本|京都府京都市|天喜6年2月26日|新造の内裏焼失､中和院･朝堂院･朝集院､大極殿焼亡
1058年3月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第154代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ10世｣
1058年4月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ10世｣(~10590124退任)
1058年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||秋<死去>ｱｷﾃｰﾇ公兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ7世｣
1058年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||秋<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ8世｣(~10860925死去)
1058年9月19日-09:00|日本|  ||康平1年8月29日|天喜から康平に改元
1058年11月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世ｵﾄﾞﾉｳﾞｨﾁｪﾙ｣
1058年11月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世ｼｭﾁｮﾄﾞﾙｨ｣ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の息子(⇒10761226王~1
  079年)
1058年12月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ総督がｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌを追放
1059年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬﾝｶﾞﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Samarotsaha｣(~1059年)
1059年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣(~1099年死去)
1059年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Mahmud｣⇒｢Umar｣(~1075年)
1059年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｳﾞｬﾁｪｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1059年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｺﾞｲﾁｮ｣(~1069年)
1059年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾟｯﾘｬ･ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｲﾙ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞ｣(~10850717死去)
1059年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ6世｣(~10771127死去)
1059年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｲﾙ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞ｣
1059年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛｰﾏ教皇が南ｲﾀﾘｱのﾉﾙﾏﾝ人と同盟､ﾛﾍﾞｰﾙ･ｷﾞｽｶｰﾙにｱﾌﾞﾘｱ､ｶﾗﾌﾞﾘｱ､ｼﾁﾘｱを授封
1059年1月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第155代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ2世｣(~10610727死去)
1059年1月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ10世｣
1059年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|康平1年閏12月27日|藤原教通の二条第焼亡
1059年2月16日-09:00|日本|  ||康平2年|この年頃更級日記(菅原孝標女)できる
1059年2月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･彰聖嘉慶1年|大越･聖宗李日尊が彰聖嘉慶と改元(-1066)
1059年2月23日-09:00|日本|京都府京都市|康平2年1月8日|皇居一条院焼失
1059年4月4日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾌｧｯﾙﾌｻﾞｰﾄﾞ｣
1059年4月4日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣(~1099年死去)
1059年4月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾛｰﾏ教会会議が教皇選任制を規定し､皇帝の干渉を排除
1059年5月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~11080729死去)
1059年6月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣
1059年6月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ｵﾙﾄﾞﾙﾌ｣(~10720328死去)
1059年7月7日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢Abdallah ibn Yasin｣
1059年8月14日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｷﾞｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣
1059年8月14日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ｣(⇒10830706ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯)
1059年11月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｲｻｷｵｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ｣病で
1059年11月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾄﾞｩｰｶｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ10世ﾄﾞｩｰｶｽ｣ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ･ﾄﾞｩｰｶｽの子
  .元老院議員(~10670522死去)
1060年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||このころｱﾝｺｰﾙ朝でﾊﾟﾌﾞｵｰﾝ寺院が建立
1060年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Kirtti-Varman｣(~1100年)
1060年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Abbas ibn Shith｣
1060年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Muhammad ibn Abbas｣(~1080年死去)
1060年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｲｰｺﾞﾘ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1060年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｰﾀｼﾌﾞ･ｱﾙﾑｼﾞｬｲﾄﾞ･ﾊﾑｻﾞｰ｣ｱﾌﾞ･ﾊｼﾑ･ｱﾙﾊｯｻﾝの息子(~10671102死去
  )
1060年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾑ･ｻﾙﾀﾝ｢Qutalmish｣(~1064年)
1060年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴｰﾑﾝﾄﾞ(老王)｣
1060年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Eudes｣
1060年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾎﾟﾝｽ2世｣
1060年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Ulric1世｣(~10700306死去)
1060年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Hugues1世｣(~1100年死去)
1060年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｽﾃﾝｷﾙ｣ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王ｳﾙﾌｿﾝの息子(~1066年死去)
1060年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾙﾄｻ･ﾀｲﾌｧ｢Nabil｣(~1060年)
1060年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||この頃ﾉﾙﾏﾝ人のｼﾁﾘｱ攻撃が始まる
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1060年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｯｼﾞｪｰﾛにより､ﾚｯｼﾞｮ陥落
1060年1月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝軍がﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ入城､ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌを再擁立
1060年2月5日-08:00|中国|  ||宋･嘉祐5年|欧陽脩ら｢新唐書｣編纂
1060年2月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･彰聖嘉慶2年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾞﾄﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ3世｣(~1061年)
1060年2月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|康平3年5月4日|興福寺焼失
1060年4月-03:00|ｲﾗｸ|  |||(or5月)ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞにｼﾌﾅ職を設置
1060年7月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Rashid al-Dawla｣(~1061.4)
1060年8月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ｱﾝﾘ1世｣(誕生1008年)
1060年8月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣ｱﾝﾘ1世の子(~11080729)/母ｱﾝﾇが1066年ま
  で初の女性｢摂政｣として実権を握る/｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ﾎﾞｰﾄﾞﾜﾝ5世も｢摂政｣となる
1060年11月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世鎚伯｣
1060年11月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ3世髭伯｣ｶﾞﾃｨﾈ伯ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世とｴﾙﾏﾝｶﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰの長
  男(~1068年)1096年死去56歳
1060年12月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ1世白王｣弟ﾍﾞｰﾗがﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ軍を指揮してﾊﾝｶﾞﾘｰへ
  戻り､王に対して決定的な勝利/敗北したｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭは捕らえられｼﾞﾙｸへ連行され､そこで死んだ
1060年12月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾍﾞｰﾗ1世ﾊﾞｲﾉｯｸ｣ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ1世の弟(~10630911没)
1061年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝｢Nizam al-Dawla Nasr｣(~1079年)
1061年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Conrad3世｣
1061年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｺﾝﾗｰﾄ3世｣
1061年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世狂気伯/修道士伯｣
1061年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Berthold1世｣(~1077年)
1061年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｷﾞｮｰﾑ4世｣(~1094年死去)
1061年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯(ｴｯﾂｫｰﾈﾝ家)｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣(~10850920死去)
1061年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ2世｣(~1077年)
1061年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1070年)
1061年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd al-Malik al-Muzzaffar｣(~1065年)
1061年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｯｼﾞｪｰﾛにより､ﾒｯｼｰﾅ陥落
1061年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾕｰｽﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰｼｭﾌｨｰﾝ｣(~1106年死去)
1061年1月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･彰聖嘉慶3年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾙﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ3世(~1074年)
1061年1月28日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<再位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世｣(~1092年退位~10930906死去)
1061年1月28日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｽﾋﾟﾁﾌﾆｪﾌ2世｣
1061年1月28日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世｣(⇒10860615ﾎﾞﾍﾐｱ王~10920114死去)
1061年1月28日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<退位>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世｣(~10920114死去)
1061年2月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ｵﾀ1世｣ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ1世の五男(~10870609死去)
1061年2月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世ｵﾀ｣(~10920120)
1061年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Mu'izz al-Dawla｣(~1062年死去)
1061年6月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ1世｣
1061年6月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ5世｣(~10910617死去)
1061年7月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第155代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ2世｣
1061年9月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ2世｣(~10640531退位)
1061年9月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第156代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ2世｣(~10730421死去)
1061年12月25日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|康平4年11月25日|備中国吉備津彦社焼失
1061年12月29日-09:00|日本|島根県出雲市|康平4年11月29日|杵築社(出雲大社)倒壊
1062年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝﾋﾞﾙ｣(~1068年)
1062年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Shaktivarman2世｣(~1062年)
1062年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ﾀﾞｲﾗﾑ)国王｢Musafir ibn Ibrahim2世｣
1062年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾌｰﾗｰﾄﾞ･ｽﾄｩｰﾝ｣ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝に滅ぼされる
1062年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾊｼﾑﾑﾊﾝﾏﾄﾞｲﾌﾞﾝｼﾞｬﾌｧｰ｣(~1094年)
1062年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Mu'izz al-Dawla｣
1062年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Asad al-Dawla｣(~1065.8)
1062年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯･ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世｣
1062年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｲｯｽﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｽ｣
1062年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾙｷﾞﾝ｣
1062年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯･ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｵｯﾄｰ1世｣ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世の次男､
  ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世の弟(~1067年死去)
1062年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ1世｣ﾌｫﾙｶﾙｷｴ伯､ｴﾝﾏの息子
1062年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾘﾋﾞｱ|  |||<即位>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾀﾐﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙ=ﾑｲｯｽﾞ｣(~1108年死去)
1062年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾝ=ﾅｼｰﾙ｣(~1088年死去)
1062年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝のﾕｰｽﾌがﾏﾗｹｼｭへ遷都
1062年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ2世｣
1062年3月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｺﾞｰﾃｨｴ1世｣(~1063年死去)
1062年7月30日-09:00|日本|  ||康平5年6月22日|<死去>藤原茂子(生年生年未詳､後三条天皇の皇太子時代の妃)
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1062年9月22日-09:00|日本|岩手県奥州市|康平5年8月17日|<前九年の役>源頼義､小松柵で安倍貞任の弟宗任を
  破る
1062年9月24日-09:00|日本|岩手県奥州市|康平5年8月19日|<小松柵の戦い(陸奥国/岩手県一関市)>源頼義､清原
  武則連合軍､小松柵に於いて安倍貞任を破る
1062年10月10日-09:00|日本|  ||康平5年9月5日|安部貞任が源頼義の本営を襲うが敗れ､衣川柵まで退く
1062年10月11日-09:00|日本|岩手県奥州市|康平5年9月6日|<衣川柵の戦い>源頼義が安部貞任の陣取る衣川関を
  攻め､安部貞任は鳥海柵へ向かって退く
1062年10月16日-09:00|日本|岩手県胆沢郡金ヶ崎町|康平5年9月11日|安部貞任の鳥海柵が陥ち､貞任は厨川柵へ
  退く
1062年10月22日-09:00|日本|岩手県盛岡市|康平5年9月17日|厨川の戦い/安倍貞任が源頼義に厨川柵を破られ､
  討たれる(前九年の役の終結)44歳(誕生:寛仁3(1019))
1063年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｪﾝﾄﾞｰﾗ2世｣
1063年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vijayaditya6世｣(~1068年)
1063年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Virarajendra｣Rajendraの息子(~1070年死去)
1063年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｽﾗｲﾌ朝ｱﾘｰがｻﾇｱ地方を奪い､ﾋｼﾞｬｰｽﾞ方面に侵攻
1063年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世｣
1063年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ｺﾞｰﾃｨｴ1世｣
1063年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢ﾗﾙﾌ4世｣ｳﾞｧﾛｱ伯･ｱﾐｱﾝ伯,ｳﾞｧﾛｱ伯ﾗﾙﾌ3世の息子(~1074年)
1063年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ3世｣(~11020729死去)ｱﾙﾍﾞｰﾙ2世の子
1063年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ2世｣ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世の子(~1093年)
1063年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰﾄｰｾﾞ｣(~1069年)
1063年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾋﾞﾔｲ･ｺｲ･ｷﾐ｣(~1082年)
1063年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ﾓﾛｯｺ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｱﾙﾓﾗｳﾞｨｯﾄﾞ王朝の一部
1063年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ人十字軍､ｽﾍﾟｲﾝへ遠征
1063年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾒﾘﾘｬをﾏﾗｶﾞ(ﾀｲﾌｧ)王国が占領(~1064年)
1063年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽはｲｷﾞﾘｽ大君主配下
1063年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾓﾛｯｺはｱﾙﾓﾗｳﾞｨｯﾄﾞ･ｽﾙﾀﾝ朝の一部(ﾓﾛｯｺとほとんどのｲﾍﾞﾘｱ半島の西部､ｻﾊﾗ､ﾏﾘ､ﾓ
  ｰﾘﾀﾆｱと西ｱﾙｼﾞｪﾘｱ~1147年)
1063年2月1日-08:00|中国|  ||西夏･拱化1年|西夏の毅宗が拱化(-1067年)と改元
1063年2月20日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Salar｣
1063年2月20日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Fariburz1世｣前王の息子(~1096年死去)
1063年3月3日-09:00|日本|東京都杉並区|康平6年2月|源頼義が京都の石清水八幡宮より分霊を勧請し大宮八幡
  宮創建(東京都杉並区大宮)
1063年3月29日-09:00|日本|  ||康平6年2月27日|<任命>鎮守府将軍｢清原武則｣(~不詳)
1063年4月23日-09:00|日本|京都府京都市|康平6年3月22日|豊楽院焼失
1063年4月30日-08:00|中国|  ||宋･嘉祐8年3月29日|<死去>北宋第4代皇帝｢仁宗｣病死(享年54歳)
1063年5月1日-08:00|中国|  ||宋･嘉祐8年4月1日|<即位>北宋第5代皇帝｢英宗｣(~治平4年1月8日(1067年1月25日
  )死去)
1063年5月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ﾗﾐﾛ1世｣
1063年5月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ｻﾝﾁｮ･ﾗﾐﾚｽ｣(1076年以降は兼ﾅﾊﾞﾗ国王~10940604死去48歳)
1063年6月20日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢賢者ｸﾞﾝﾅﾙ･ﾄﾙｸﾞﾘﾑｿﾝ｣(1回
  目~1065年)
1063年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾟ･ﾙｳｪﾘﾝ｣
1063年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ｷｬﾗﾄﾞｯｸﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾟ･Rhydderchの息子(~
  1081年死去)
1063年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾏﾚﾀﾞｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ｵｳｪｲﾝ｣(~1072年死去)
1063年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ公｢ﾌﾞﾚﾃﾞｨﾝ･ｱﾌﾟ･ｼﾝﾌｨﾝ｣(~1075年死去)
1063年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢ｷｬﾄﾞｳｶﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ﾓｳﾘｯｸﾞ｣(~1074年死去)
1063年8月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|康平6年8月|源頼義､鶴岡八幡宮(神奈川県鎌倉市)を建立
1063年9月4日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾄｩｸﾞﾘﾙ･ﾍﾞｸﾞ｣
1063年9月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾍﾞｰﾗ1世ﾊﾞｲﾉｯｸ｣
1063年9月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｻﾛﾓﾝ｣ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ1世の息子(~10740314退位)
1063年9月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|康平6年8月18日|清水寺が焼失
1064年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Langlangbhumi/Sang Mokteng Kreta｣(~1154年
  )
1064年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣⇒｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1065年)
1064年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞｮｰﾑ5世｣
1064年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ﾛﾍﾞﾙﾄ2世｣ｷﾞｮｰﾑ5世の息子(~1096年)
1064年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣(~10850920死去)
1064年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾃﾞｨｱﾏｲﾄ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾝﾁｬﾀﾞ･ﾏｲ｣(~10720207没)
1064年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾄｩｰﾗのﾄﾙﾃｶ王国崩壊
1064年1月21日-09:00|日本|  ||康平7年|藤原明衡｢新猿楽記｣を著す
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1064年1月21日-08:00|中国|  ||宋･治平1年|北宋代英宗が治平(-1067年)と改元
1064年4月27日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾙﾌﾟ･ｱﾙｽﾗｰﾝ｣(~10721215死去)
1064年5月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ2世｣
1064年6月13日-09:00|日本|福岡県太宰府市|康平7年5月13日|太宰府観世音寺焼失
1064年8月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｲﾌﾞﾝ･ﾊｽﾞﾑ(生年994年/後ｳﾏｲﾔ朝の神学者､法学者､詩人)
1064年12月13日-08:00|中国|  ||契丹･清寧10年11月3日|吏民の衣服の制を定める
1064年12月19日-09:00|日本|  ||康平7年11月9日|<死去>藤原長家(生年1005年/公卿､歌人)
1065年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣⇒｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1067年)
1065年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝軍がｱﾙﾒﾆｱの首都ｱﾆを占領
1065年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Geoffroy｣
1065年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙﾃﾙ伯｢ﾏﾅｾ3世｣
1065年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ伯｢Stephen1世｣(~1080年)
1065年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢ｷﾞｰ2世｣(~1078年退任)
1065年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ伯｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ1世｣(~1082年死去)
1065年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ1世｣(~1118年死去)
1065年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ3世(2世)髭公｣(~1069年)
1065年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Morcar｣(~1066年)
1065年2月-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol3世｣Barbastroで殺される
1065年2月-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol4世｣(~10920311死去)
1065年2月8日-08:00|中国|  ||契丹･咸雍1年1月1日|契丹､咸雍(-1074年)と改元
1065年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Rashid al-Dawla｣(~1075年死去)
1065年9月4日-09:00|日本|  ||治暦1年8月2日|康平から治暦に改元
1065年9月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|治暦1年8月15日|源頼義近江国錦織に八幡宮を建立
1065年10月3日-09:00|日本|  ||治暦1年9月1日|新立の荘園を停止(治暦の荘園整理令)
1065年12月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世大王｣兼ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Ferdinand Sanchez｣(
  誕生1016年)遺領が､ｶｽﾃｨﾘｬ､ﾚｵﾝ､ｶﾞﾘｼﾔに分割される
1065年12月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾞﾙｼｱ王｢ｶﾞﾙｼｱ2世｣(~1072年廃位)
1065年12月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ6世｣(~1072.1兄弟により廃位)
1065年12月24日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ王｢ｻﾝﾁｮ2世強王｣(~10721006死去)
1065年12月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||英国ﾛﾝﾄﾞﾝにｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ寺院竣工し聖別される
1066年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾊﾙｼｬｰｳﾞｧﾙﾏﾝ3世｣(~1080年)
1066年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ｽﾚｲﾋﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ･ｱｽﾞ=ｽﾗﾋ｣
1066年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｽﾃﾝｷﾙ｣
1066年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞｻﾙ伯｢William2世｣
1066年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢ｱｰﾉﾙﾄﾞ1世｣Louis2世の息子(~11060416死去)
1066年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯･ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ1世｣ｴﾃｨｴﾝﾇ2世の兄(~1089年死去)ﾌﾞﾛﾜ伯ﾃｨﾎﾞｰ3世
1066年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｵｯﾄｰ･ｼﾞｪｰﾙ｣(~?)
1066年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Bernard2世｣(~1100年死去)
1066年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ7世｣(~1067年戦死)､｢ｴﾘｸ8世(異教徒王)｣(~1067年死去
  )
1066年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ懺悔王｣
1066年1月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ﾊﾛﾙﾄﾞ2世｣(~10.14戦死)
1066年1月29日-08:00|中国|  ||契丹･咸雍2年|この歳,道宗､国号を改めて大遼と改める
1066年1月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･竜彰天嗣1年|李朝の聖宗李日尊が竜彰天嗣と改元(-1067)
1066年4月3日-09:00|日本|  ||治暦2年3月6日|彗星が現れる(ﾊﾚｰ彗星)
1066年4月27日-09:00|日本|  ||治暦2年4月1日|酉刻､彗星西方に見ゆ
1066年6月23日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｺﾙﾍﾞｲﾝ･ﾌﾛｻｿﾝ｣(~1071年)
1066年9月20日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||8月28日|ﾊｰﾗﾙ3世とﾄｽﾃｨﾝｸﾞが､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ北方のﾕｰｸ近郊でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍を
  討ち破る
1066年9月25日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰﾗﾙ3世ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ苛烈王｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ侵攻の戦いで敗死(誕生101
  6年)
1066年9月25日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ2世ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ｣(~10690428没)
1066年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞの戦い>英国王ﾊﾛﾙﾄﾞ2世が弟ﾄｽﾃｨとﾉﾙｳｪｰ王ﾊｰﾗﾙ3世
  を破る
1066年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾉﾙﾏﾝ公ｷﾞｮｰﾑが､5000の船隊を率いてｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ南部のﾍﾟｳﾞﾝｼﾞｰに上陸す
  る(ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽの戦いの始め)
1066年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王･ｳｪｾｯｸｽ伯｢ﾊﾛﾙﾄﾞ2世｣ﾍｰｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞの戦いで敗死
1066年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ伯｢ﾚｵﾌｳｨﾝ･ｺﾞﾄﾞｳｨﾝｿﾝ｣ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞの戦いで戦死
1066年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｵｽﾞﾊﾞｰﾝ｣(~10710222死去)
1066年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞｶﾞｰ2世｣(~12.25)
1066年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽﾞの戦い>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに上陸したﾉﾙﾏﾝ公ｷﾞｮｰﾑ(ｳｨﾘｱﾑ)が､南下
  したｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾊﾛﾙﾄﾞ2世軍とﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽの北方ｾﾝﾗｯｸで戦い､圧勝
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1066年12月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公兼ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｺﾅﾝ2世｣
1066年12月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾚﾝﾇ伯｢Geoffrey2世Grenonat｣(~1082年)
1066年12月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱｳﾞｫﾜｰｽﾞ｣ｱﾗﾝ3世とﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜの1人娘(~10720819死去),
  ｢ｵｴﾙ2世｣ｺﾙﾇｱｲﾕ伯ｱﾗﾝ･ｶﾆｱｰﾙとｼﾞｭﾃﾞｨﾄ･ﾄﾞ･ﾅﾝﾄの長子(~1072年退位~10840413死去)
1066年12月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾚﾝﾇ女公･ﾚﾝﾇ伯｢Hawise(Geoffrey2世の対立公)｣(~10720819死去)
1066年12月25日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<制定>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島
1066年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｳｨﾘｱﾑ1世庶子/征服王｣(~10870909死去59歳)
1066年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾉﾙﾏﾝ征服
1067年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Athirajendra｣(~1070年)
1067年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1067年)
1067年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1068年)
1067年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｽﾚｲﾋﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾑｶﾗﾑ･ｱｰﾏｯﾄﾞ｣(~1086年)
1067年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞにﾆｻﾞｰﾐｰﾔ学院創設される｡以後ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝治下各地に同様の学院が建設
1067年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯･ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｵｯﾄｰ1世｣
1067年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ7世｣戦死､｢ｴﾘｸ8世(異教徒王)｣
1067年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ2世｣
1067年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾌﾙｸ4世病気質伯｣ｶﾞﾃｨﾈ伯ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世とｴﾙﾏﾝｶﾞﾙﾄﾞ･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰの次男(~110
  90414死去/66歳)
1067年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾙﾘﾋ1世｣(~1070年)
1067年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ1世｣(~1070年)
1067年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｴｸﾍﾞﾙﾄ2世｣(~10900703死去)
1067年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾄﾞﾜﾝ｣(~1071年)
1067年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｸﾍﾞﾙﾄ1世｣ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ辺境伯ﾘｳﾄﾞﾙﾌの次男(~10680111死去)
1067年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾊﾙｽﾃﾝ｣ｽﾃﾝｷﾙの息子(~1070年死去)
1067年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Yahya ibn Abu Bakr Muhammad al-Aftas｣(~1079年)
1067年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾄ伯｢ﾊﾞｲﾕｰのｵﾄﾞ｣ﾊﾞｲﾕｰ司教(~1088年､爵位剥奪)
1067年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾁｪｽﾀｰ伯｢Gerbod the Fleming｣(~1070年)
1067年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Copsi｣(~同年死去)⇒｢Osulf2世｣(~同年)⇒｢Gospatric｣(~1068
  年)
1067年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾁﾁﾒｶ人､ﾄｩｰﾗを破壊
1067年1月18日-07:00|ﾗｵｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･竜彰天嗣2年|李朝に京牢(ﾗｵの一部)が入貢
1067年1月25日-08:00|中国|  ||宋･治平4年1月8日|<死去>北宋第5代皇帝｢英宗｣享年36
1067年1月25日-08:00|中国|  ||宋･治平4年1月8日|<即位>北宋第6代皇帝｢神宗｣(~元豊8年3月5日(1085年4月1日
  )死去)
1067年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･咸雍3年1月11日|高麗の興王寺完成
1067年2月10日-09:00|日本|滋賀県大津市|治暦3年1月10日|日吉社焼失
1067年5月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾄﾞｩｰｶｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ10世ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1067年5月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾛﾏﾉｽ4世ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽ｣ｶｯﾊﾟﾄﾞｷｱの将軍､ｴｳﾄﾞｷｱと結婚し､皇位を譲
  られて即位(~10711024退位~1072年死去)
1067年7月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵﾗﾌ3世ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ平和王｣共同統治(~10930922没)
1067年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ5世｣
1067年9月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ6世｣Baldwin5世の息子(~10700717死去)
1067年11月2日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｰﾀｼﾌﾞ･ｱﾙﾑｼﾞｬｲﾄﾞ･ﾊﾑｻﾞｰ｣
1067年11月12日-08:00|中国|  ||宋･治平4年10月3日|中国･広東省潮州で地震(M6.8)､死者多数
1067年11月19日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾌﾞ･ﾙ･ｱｽﾜｰ･ｼｬｳﾞｰﾙ1世･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ1
  世｣
1067年11月19日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ･2世｣(~1073年死去)
1068年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｼﾝｸﾊﾔ｣(~1076年)僭主
1068年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾀﾞﾝﾀ国
1068年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ2世｣(~1076年)
1068年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<死去>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Tamghach Khan Ibrahim｣
1068年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Nasr Shams al-Mulk｣(~1080年)
1068年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱでﾎﾟｰﾛｳﾞｪﾂ族がはじめて大規模な襲撃
1068年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾄﾞｩｰｶｽ朝)ﾛﾏﾉｽ4世ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽ[ｶｯﾊﾟﾄﾞｷｱの将軍]ｴｳﾄﾞｷｱと結婚し､皇
  位を譲られて即位(~1071年ﾏﾝｽﾞｨｹﾙﾄの戦いでｾﾙｼﾞｭｰｸ朝に大敗し捕虜となってしまったため廃位)1072年死去
1068年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯(ｶﾞﾃｨﾈ家)ﾌﾙｸ4世病気質伯[ｶﾞﾃｨﾈ伯ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世とｴﾙﾏﾝｶﾞﾙﾄﾞ･ﾄﾞ･ｱﾝｼﾞｭｰ
  の次男](~11090414死去66歳)
1068年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Garsenda｣,｢Ermengarde｣｢Adelaide｣Peter2世の娘たち(~1069年)
1068年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢William1世｣(~1095年死去)
1068年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢William1世｣(~1094年)
1068年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Henry1世｣(~1082年)
1068年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ､ﾌﾗﾝｽ領に
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1068年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｾﾋﾞﾘﾔのｱｯﾊﾞｰﾄ家がｺﾙﾄﾞﾊﾞを併合
1068年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Robert Comine｣(~10690128死去)
1068年1月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｴｳﾄﾞｷｱ･ﾏｸﾚﾝﾎﾞﾘﾃｨｻ｣
1068年1月8日-08:00|中国|  ||西夏･拱化5年12月|<死去>西夏第2代皇帝｢毅宗(昭英皇帝)李諒祚｣病死
1068年1月8日-08:00|中国|  ||西夏･拱化5年12月|<即位>西夏第3代皇帝｢恵宗(康靖皇帝)李秉常｣(~天安礼定元
  年7月10日(1086年8月21日)死去)
1068年1月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｸﾍﾞﾙﾄ1世｣
1068年1月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｸﾍﾞﾙﾄ2世｣ｴｸﾍﾞﾙﾄ1世の息子.ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯(~10900703死
  去)
1068年2月6日-08:00|中国|  ||宋･熙寧1年|北宋の神宗が熙寧(-1077年)と改元
1068年2月6日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天ｹｲ宝象1年|李朝の聖宗李日尊が天ｹｲ宝象と改元(-1069)
1068年2月6日-09:00|日本|  ||治暦4年1月1日|日蝕あり
1068年3月18日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ､ｲｽﾗｴﾙで地震(M7.0)死者2万人
1068年5月20日-09:00|日本|  ||治暦4年4月17日|<就任>関白｢藤原教通｣(~承保2年9月25日)
1068年5月22日-09:00|日本|  ||治暦4年4月19日|<死去>｢70代後冷泉天皇｣(44歳)
1068年5月22日-09:00|日本|  ||治暦4年4月19日|<践祚>｢71代後三条天皇｣7月21日即位(~10721208)
1068年8月-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱｽﾎｯﾄ･ﾋﾞﾝ･ｼｬﾌﾞｰﾙ1世｣(~1069.4)
1068年8月1日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||北宋の熙寧1年7月|高麗へ宋の使者が来て国交が再開される
1068年8月14日-08:00|中国|  ||宋･熙寧1年7月14日|中国･河北省河間で地震(M6.5)､死者1万人
1068年9月14日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｽﾗﾌ･Bryachislavich｣(~1069.4)
1069年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ﾛﾏﾝ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1079年)
1069年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1073年)
1069年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣⇒｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1071年)
1069年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1073年)
1069年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ2世｣
1069年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ3世｣兼ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｺﾞｯﾌﾚｰﾄﾞ1世｣
1069年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃﾞﾄﾞ2世｣(~同年死去)
1069年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ女伯｢ｱﾃﾞﾚｰﾄﾞ｣(~1090年)､ｵﾏｰﾙ伯｢ｳｰﾄﾞ｣ｱﾃﾞﾚｰﾄﾞの夫(~1090年)
1069年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ5世｣(~1093年)
1069年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ｽﾎﾟﾚｰﾄ公･ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ4世せむし公｣兼ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｺ
  ﾞｯﾌﾚｰﾄﾞ2世｣(~10760227死去)
1069年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ3世｣(~1073.11死去)
1069年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝がﾓﾛｯｺのﾌｪｽを占領
1069年1月6日-09:00|日本|京都府京都市|治暦4年12月11日|二条内裏焼失
1069年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･神武1年|李朝の聖宗李日尊が神武と改元(-1072)
1069年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･神武1年|ﾍﾞﾄﾅﾑの李朝がﾁｬﾝﾊﾟの首都ｳﾞｨｼﾞｬﾔへ侵攻
1069年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Gospatric｣(~1072年)
1069年1月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Robert Comine｣
1069年3月18日-09:00|日本|  ||治暦5年2月23日|1045年以後の荘園を停止(延久の荘園整理令)
1069年3月26日-08:00|中国|  ||西夏･乾道1年3月|西夏の恵宗が乾道と改元
1069年3月26日-08:00|中国|  ||西夏･乾道1年;宋･熙寧2年3月|西夏人が秦州に侵攻して劉溝堡を陥れ､範愿を殺
  害
1069年4月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ1世｣(2期目~1073年)
1069年4月28日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ2世ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ｣
1069年5月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<再任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃﾞﾄﾞ1世｣(~1075.10死去)
1069年5月6日-09:00|日本|  ||延久1年4月13日|治暦から延久に改元
1069年5月23日-08:00|中国|  ||宋･熙寧2年5月|王安石が富国法6条､強兵法2条を定めた
1069年6月25日-09:00|日本|  ||延久1年6月4日|<死去>藤原兼房(生年1001年/政治家､歌人)
1069年11月27日-09:00|日本|  ||延久1年閏10月11日|荘園整理徹底のため､記録荘園券契所(記録所)を設置
1070年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Virarajendra｣
1070年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｾｰﾅ朝国王｢ｻｰﾏﾝﾀ･ｾｰﾅ｣(~1095年)
1070年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Athirajendra｣Virarajendraの息子(~同年死去)
1070年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ｸﾛｰｯﾄｩﾝｶﾞ1世｣東ﾁｬｰﾙｷｱ朝が併合(~1122年死去)
1070年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾏﾋｰﾊﾟｰﾗ2世｣(~1071年)
1070年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Udayaditya｣(~1093年)
1070年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｼﾝﾊﾗ王のｳｨｼﾞｬﾔﾊﾞｰﾌ1世が､ﾁｮｰﾗ王朝をﾗﾝｶｰ島から追放
1070年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶｸｲﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Ali｣(~1095年死去)
1070年-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝がｼﾘｱのｱﾚｯﾎﾟを奪取し小ｱｼﾞｱ征服に着手
1070年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄﾘﾎﾟﾘのｱｯﾀﾞｳﾗがﾌｧｰﾃｨﾏ朝からの独立を宣言､以後ｱﾝﾏｰﾙ家が同地に独立政権(～11
  09)
1070年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾊﾙｽﾃﾝ｣
1070年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾙﾘﾋ2世｣(~11120513,ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯家の男系が断絶､伯領はｱｰﾃﾞﾙﾊｲﾄ･ﾌｫ
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  ﾝ･ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ(ｵｯﾄｰ1世の娘)を介して､ﾗｲﾝ宮中伯ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞﾚﾝｼｭﾃｯﾄ(ｱｽｶｰﾆｴﾝ家)に渡った
1070年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ1世｣(~1083年死去)ﾕｰｸﾞ1世の子
1070年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾄﾞﾐﾀﾙ･ｽﾞｳﾞｫﾆﾐｰﾙ｣(~1075年)
1070年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ伯｢ﾀﾞﾘﾂｨｵ｣
1070年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢Anund Gardske｣(~1075年)
1070年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｳﾞｪﾙﾌ1世｣(~1077年公国を召し上げられ､ﾛｰﾏ王の直接支配
  となった)
1070年1月15日-08:00|中国|  ||宋･熙寧2年12月|宋が保甲法を施行し､王安石を宰相とする
1070年2月14日-08:00|中国|  ||契丹･咸雍6年|遼､ふたたび重定条例を公布
1070年3月6日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Ulric1世｣
1070年3月6日-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Poppo2世｣(~1098年死去)
1070年3月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾃｨｴﾘｰ2世｣(~11150123)
1070年3月21日-09:00|日本|  ||延久2年2月7日|絹布の制が定められる
1070年4月14日-08:00|中国|  ||宋･熙寧3年3月|宋は科挙について改正/文科においては､詩文の問題を大幅に縮
  小し､経書の内容的理解とそれの現実政治に対する実践を論文に纏める能力を問う進士科1本に統一
1070年5月9日-09:00|日本|滋賀県大津市|延久2年3月26日|比叡山総持院焼失
1070年7月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾚｵﾝ王ｱﾙﾌｫﾝｿ6世が､ｶｽﾃｨﾘｬ王ｻﾝﾁｮ2世を破る
1070年7月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣
1070年7月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ6世｣
1070年7月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ｣(~10710222死去)
1070年7月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ3世｣Baldwin6世の息子(~10710222死去)
1070年11月19日-09:00|日本|京都府京都市東山区|延久2年10月14日|祇園社感神院焼亡
1070年11月25日-09:00|日本|  ||延久2年10月20日|23日にかけて山城･大和で地震が連続｡堂舎の多くが倒壊
1071年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｾｰﾅ朝国王｢ﾍｰﾏﾝﾀ･ｾｰﾅ｣(~1097年)
1071年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｼｭｰﾗﾊﾟｰﾗ｣(~1072年)
1071年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｻﾙﾄｷｯﾄﾞ君主｢Saltuk1世｣(~1102年)
1071年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第31代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ｾﾙｳﾞｫ｣(~1084年)
1071年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ7世｣ｷﾞｮｰﾑ6世の息子(~1126年)
1071年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾙｯｼﾞｪｰﾛにより､ｶﾀｰﾆｬ陥落
1071年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞによりﾊﾞｰﾘ陥落
1071年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾋｭｰ･ﾀﾞｳﾞﾗﾝｼｭ｣(~11010727死去)
1071年1月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾇﾉ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣
1071年1月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢Sisnando Davidiz｣(~10910825死去)
1071年2月2日-09:00|日本|岩手県|延久2年12月30日|下野守源義家､陸奥守源頼俊を援助し､陸奥の賊藤原基通を
  降伏させる
1071年2月3日-08:00|中国|  ||西夏･天賜礼盛国慶1年|西夏の恵宗が天賜礼盛国慶(-1074年)と改元
1071年2月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ｣
1071年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｱﾙﾇｰﾙ3世｣
1071年2月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世｣(~1098年死去)
1071年2月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世｣Baldwin5世の息子(~10931013死去)
1071年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｵｽﾞﾊﾞｰﾝ｣
1071年4月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ伯｢ﾙｯｼﾞｪｰﾛ1世｣ｼﾁﾘｱ全島を占領(~11010622死去)
1071年4月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙﾏﾝ軍がﾊﾞﾘのﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ軍を破る/ﾋﾞｻﾞﾝﾂの南ｲﾀﾘｱ支配に終止符が打た
  れる
1071年5月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾐｶｴﾙ7世ﾄﾞｩｰｶｽ"ﾊﾟﾗﾋﾟﾉ"(4分の1を失った)｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ10世ﾄﾞｩ
  ｰｶｽとｴｳﾄﾞｷｱ･ﾏｸﾚﾝﾎﾞﾘﾃｨｻの子.ﾛﾏﾉｽ4世ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽがﾏﾝｽﾞｨｹﾙﾄの戦いでｾﾙｼﾞｭｰｸ朝に大敗し､ﾛﾏﾉｽ自身も捕虜とな
  ってしまったため､ｴｳﾄﾞｷｱは夫を廃して息子のﾐｶｴﾙを皇帝として即位させた(~10780324退位~1090年死去)
1071年6月1日-09:00|日本|  ||延久3年5月|<任命>鎮守府将軍｢清原貞衡｣(~不詳)
1071年8月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾝｼﾞｹﾙﾄの戦いで､ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝軍がﾛﾏｷﾞｽ4世のﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国軍を撃破
1071年8月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ東部､ﾏﾗｰｽﾞｷﾞﾙﾄﾞの戦いで､ｾﾙｼﾞｭｸ朝軍がﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ軍を破り､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ皇帝ﾛﾏﾉｽ
  4世ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽを捕虜としｱﾅﾄﾘｱにﾄﾙｺ系のﾀﾞﾆｼｭﾒﾝﾄﾞ朝成立(～1177)
1071年10月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾛﾏﾉｽ4世ﾃﾞｨｵｹﾞﾈｽ｣(~1072年死去)
1071年10月26日-08:00|中国|  ||宋･熙寧4年10月|宋で暮役法実施
1072年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾗｰﾏﾊﾟｰﾗ｣(~1126年)
1072年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<復位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vijayaditya6世｣(~1075年)
1072年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝(ｱﾆ)国王｢ﾏﾇﾁﾌﾙ｣(~1118年)
1072年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝(反乱中)皇帝｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ3世｣(~12月)
1072年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾒﾝｼﾞｭｰｸ君主｢Mengujek Gazi｣(~1118年)
1072年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｱﾙﾒﾆｱ|  |||ﾌｧｰﾃｨﾏ朝のﾜｽﾞｨｰﾙにｱﾙﾒﾆｱ人軍団長ﾊﾞﾄﾞﾙが就く
1072年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝのﾗｸﾞｰｻﾞ総督｢ｳﾞｨﾀｰﾚ･ｳﾞｪﾝﾄﾗｰﾉ｣(~1114年)
1072年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<廃位>ｶﾞﾙｼｱ王｢ｶﾞﾙｼｱ2世｣
1072年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾏﾚﾀﾞｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ｵｳｪｲﾝ｣
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1072年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Waltheof｣(~1075年)
1072年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢Waltheof｣(~10760531死去)
1072年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾘｰｽ･ｱﾌﾟ･ｵｳｪｲﾝ｣(~1078年死去)
1072年1月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ｻﾝﾁｮ2世｣ｶｽﾃｨｰﾘｬ王(~10721007死去)
1072年1月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<廃位>ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ6世｣兄弟により
1072年1月23日-09:00|日本|  ||延久4年|<制定>延久宣旨枡
1072年1月23日-08:00|中国|  ||宋･熙寧5年|宋で一連の王安石改革諸法が施行､市易法､保馬法､方田均税法を行
  う
1072年2月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太寧1年1月10日|<死去>李朝大瞿越第3代皇帝｢聖宗李日尊｣
1072年2月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太寧1年1月10日|<即位>李朝大瞿越第4代皇帝｢仁宗李乾徳｣(~11280115死
  去)太寧と改元(-1076)
1072年2月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾃﾞｨｱﾏｲﾄ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾝﾁｬﾀﾞ･ﾏｲ｣
1072年2月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾃｰﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ﾏｯｸ･ﾀｲﾄﾞｯｸ｣(~10860714死去)
1072年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ｵﾙﾄﾞﾙﾌ｣
1072年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾏｸﾞﾇｽ｣(~11060823)
1072年4月21日-09:00|日本|京都府京都市|延久4年4月|太極殿の新造が成る
1072年6月22日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｹﾞﾘﾙ･ﾍﾞﾙｳﾞｪﾙｸｿﾝ｣(2回目~1
  074年)
1072年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ女公･ﾚﾝﾇ伯｢Hawise(Geoffrey2世の対立公)｣
1072年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾗﾝ4世若公｣ｵｴﾙ2世とｱｳﾞｫﾜｰｽﾞの長子(~1112年退位~1119101
  3死去60歳)
1072年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢Hoel1世(Geoffrey2世の対立公)｣(~1084年死去)
1072年10月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ王｢ｻﾝﾁｮ2世強王｣暗殺される
1072年10月7日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王･ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ6世勇敢王｣(~11090701死去)
1072年11月11日-09:00|日本|  ||延久4年9月29日|後三条天皇が､量衡の制を定める(延久の宣旨枡)年貢などを
  測る基準となる公定の枡を定める
1072年11月24日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ4世｣
1072年11月24日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣(~1089年退位)
1072年12月15日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾙﾌﾟ･ｱﾙｽﾗｰﾝ｣
1072年12月15日-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏﾘｸ･ｼｬｰ1世｣(~10921119死去)
1073年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃ﾍﾞﾝｶﾞﾙでｶｲｳﾞﾗﾀ族がﾊﾟｰﾗ朝に反乱
1073年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Baha al-Dawala Tahir ibn Nasr｣(~1088年)
1073年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ2世｣
1073年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ3世｣(~1075年)
1073年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1078年)
1073年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｹﾙﾏｰﾝ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｹﾙﾏｰﾝ･ｼｬｰ｣(~1074年)
1073年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1078年)
1073年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ2世｣(~10761227死去)
1073年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1076年)
1073年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ3世｣(~11月ｱﾌﾟﾘｱ公ﾛﾊﾞｰﾄ･ｷﾞｽｶｰﾄﾞに征服される)
1073年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Abdallah ibn Buluggin｣(~1090年ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝へ)
1073年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Tamim｣(~1090年)
1073年1月18日-09:00|日本|  ||延久4年12月8日|<譲位>｢後三条天皇｣､貞仁親王践祚→後三条､院政開始
1073年2月8日-09:00|日本|  ||延久4年12月29日|<即位>72代｢白河天皇｣貞仁親王(~10861126)
1073年2月10日-08:00|中国|  ||宋･熙寧6年|中国で百目盛りの香時計が製作
1073年4月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第156代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ2世｣
1073年6月15日-09:00|日本|  ||延久5年5月7日|<死去>｢後三条法皇｣/40歳(誕生:長元7(1034)0718)第71代天皇
1073年6月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第157代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世｣(~10850525死去)
1073年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ3世｣ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞにｱﾏﾙﾌｨ公国を征服される
1074年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｹﾙﾏｰﾝ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ｼｬｰ｣(~1075年)
1074年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar4世｣(~1114年死去)
1074年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ|  |||<即位>ｳﾕﾆ朝君主｢Abdullah bin Ali Al Uyuni｣(~1107年)
1074年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾛｱ伯｢ﾗﾙﾌ4世｣
1074年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｼｮﾝ伯｢Gausfred2世｣
1074年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯･ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢Simon｣ｳﾞｪｸｼﾝ･ｱﾐｱﾝ伯(~1077年退位)
1074年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Giselbert2世｣(~1102年)
1074年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾙﾝで大司教による船の徴発に反発した商人らが大暴動
1074年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢ｷｬﾄﾞｳｶﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ﾓｳﾘｯｸﾞ｣
1074年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾄｺﾞﾒﾘｰ｣(~1094年死去)
1074年1月30日-08:00|中国|  ||契丹･咸雍10年|この歳､生女直の烏古廼(阿骨打の祖父､景祖)薨じる(年54)/劾
  里鉢(烏古廼の次子,阿骨打の父,世祖)､生女直部節度使(太師)を継ぐ
1074年1月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太寧3年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾘｳﾞｧﾙﾏﾝ4世｣(~1080年)
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1074年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊｲﾝﾘｯﾋ4世が､ｻﾞｸｾﾝの反乱貴族とｹﾞﾙｽﾄｩﾝｹﾞﾝの和約を結ぶ
1074年2月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ9世｣
1074年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｹﾞｰｻﾞ1世ﾏｸﾞﾅｽ｣ﾍﾞｰﾗ1世の長男(~10770425没)
1074年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<退位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｻﾛﾓﾝ｣ﾓｼﾞｮﾛｰﾄﾞの戦いで従兄ｹﾞｰｻﾞに敗北敗走(~1087年死去)
1074年3月2日-09:00|日本|  ||延久6年2月2日|<死去>藤原頼通､廷臣､後一条･後朱雀･後冷泉天皇の摂政･関白(
  生年992年)
1074年4月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣(~11301007死去)
1074年9月16日-09:00|日本|  ||承保5年8月23日|延久から承保に改元
1074年10月25日-09:00|日本|  ||承保1年10月3日|<死去>藤原彰子､一条天皇の皇后(生年988年)
1075年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢ﾗｰｼﾞｬ･ﾗｰｼﾞｬ2世｣(~1079年)
1075年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｰｶﾃｨｰﾔ朝国王｢ﾍﾞｰﾀ2世｣(~1110年)
1075年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ebu Ali el-Hasan｣(~1102年)
1075年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｹﾙﾏｰﾝ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｳﾏﾙ｣(~1084年)
1075年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Rashid al-Dawla｣
1075年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Jalal al-Dawla｣(~10760508死去)
1075年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾟﾀﾙ･ｸﾚｼﾐﾙ4世｣
1075年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾟﾀﾙ･ｽﾅﾁｯﾁ｣(~1091年)
1075年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾕﾘｳｽ｣(~1090年)
1075年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ･ｽﾞｳﾞｫﾆﾐｰﾙ｣ﾍﾟﾀﾙ･ｸﾚｼﾐﾙ4世のいとこ(~10890420､死去)
1075年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾎｰｺﾝ(赤王)｣(~1079死去)
1075年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾚﾄﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Yahya2世al-Qadir｣(~1080年)
1075年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Bakr ibn Abd al-Aziz｣(~1085年)
1075年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世が｢教皇令書｣発布し､俗権による聖職叙任を禁止
1075年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ公｢ﾌﾞﾚﾃﾞｨﾝ･ｱﾌﾟ･ｼﾝﾌｨﾝ｣
1075年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢William Walcher｣(~10800514死去)
1075年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾄﾗﾊｰﾝ･ｱﾌﾟ･ｷｬﾗﾄﾞｯｸﾞ｣(~1081年死去)
1075年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢ｷｬﾗﾄﾞｯｸﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣(~1081年死去)
1075年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ公｢ｷｬﾄﾞｳｶﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ﾌﾞﾚﾃﾞｨﾝ｣(~1110年)､｢ﾖｰﾜｰｽ･ｱﾌﾟ･ﾌﾞﾚﾃﾞｨﾝ｣(~1103年)
1075年1月19日-08:00|中国|  ||契丹･大康1年1月1日|遼の道宗が太康(-1084年)と改元
1075年1月20日-08:00|中国|  ||大理･保安31年|<譲位>前大理第11代皇帝｢孝徳帝(段思廉)｣
1075年1月20日-08:00|中国|  ||大理･保安31年|<即位>前大理第12代皇帝｢上徳帝(段廉義)｣(~1080年楊義貞に殺
  害されて王位を奪われた)
1075年1月20日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太寧4年;宋･熙寧8年|李朝は李常傑を総大将として水陸から宋に侵
  攻し､欽州･廉州･ﾖｳ州などを攻略して引揚げた/大越は有利な条件で和睦
1075年1月20日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･太寧4年|ﾍﾞﾄﾅﾑで最初の科挙試験を実施
1075年2月18日-09:00|日本|滋賀県大津市|承保2年2月|延暦寺と園城寺の宗徒が戒壇設立を巡って抗争
1075年3月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢ｵﾀｶﾙ｣
1075年3月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢Adalbero｣(~1082年暗殺される)
1075年4月2日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第26代ｶﾘﾌ｢ｶｰｲﾑ｣
1075年4月2日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第27代ｶﾘﾌ｢ﾑｸﾀﾃﾞｨｰ｣(~10940203死去)
1075年6月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ｴﾙﾝｽﾄ｣
1075年6月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ2世｣(~10951012死去45歳)
1075年6月19日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢賢者ｸﾞﾝﾅﾙ･ﾄﾙｸﾞﾘﾑｿﾝ｣(2回
  目~1076年)
1075年6月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｾｵﾄﾞｳｨﾝ｣
1075年6月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝのﾍﾝﾘｰ｣(~1091年)
1075年8月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･大康1年7月5日|高麗で遼からの通告により大康元年に改元
1075年8月27日-09:00|日本|  ||承保2年7月13日|<死去>河内源氏2代目棟梁･源頼義(生年988年)
1075年10月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯･ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾃﾞﾄﾞ1世｣
1075年10月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯･ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~1103年死去)
1075年11月25日-09:00|日本|  ||承保2年10月15日|<就任>関白:藤原師実
1076年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝﾀﾝ｣(~1090年)
1076年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢ｳﾞｨｸﾗﾏｰﾃﾞｨﾃｨﾔ6世｣(~1126年死去)
1076年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｴﾙｻﾚﾑがｾﾙｼﾞｭｰｸ･ﾄﾙｺの手に渡る
1076年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾓﾉﾏﾌ｣(~1077年)
1076年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ4世共治王｣(~1087年)
1076年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯(ﾊﾞﾙｾﾛﾅ家)双子の兄弟ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ2世糸屑頭伯[ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ1世の子
  ](~1082年)ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ･ﾗﾓﾝ2世兄弟殺し伯(~1097年)共同統治
1076年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ伯｢ｳﾞｨｰｾﾞﾝ｣(~1078年)
1076年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世｣(~1089年)
1076年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾃｨｴﾘ1世｣ﾙｲの息子(~11030102死去)
1076年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾝﾗｰﾄ｣ｲﾀﾘｱ王､ﾛｰﾏ王.神聖ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ4世の次男(~1087年)
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1076年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏｼﾞｮﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢Ibn Aglab al-Murtada｣(~1093年)
1076年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾏﾃｨﾙﾃﾞ｣(~11150724死去)
1076年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞがﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ侯国征服
1076年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝がｶﾞｰﾅの首都を陥落させる
1076年 00:00|ﾏﾘ/ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝がｶﾞｰﾅ王国に攻め入り首都ｸﾝﾋﾞ･ｻﾚを陥す/代わってｿｿ王国台頭
1076年2月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･大康2年|高麗が田柴科を改定し官制を改め俸祿を定める
1076年2月8日-09:00|日本|京都府京都市左京区|承保3年|白河天皇､法勝寺を建立､八画九重塔(高さ80m)を建て
  る
1076年2月8日-08:00|中国|  ||西夏･大安1年|西夏の恵宗が大安(-1085年)と改元
1076年2月8日-08:00|中国|  ||宋･熙寧9年|宋の呂大鈞､呂氏卿約を作成
1076年2月8日-08:00|中国|  ||大理･上徳1年|大理国の段連義が上徳と改元
1076年2月8日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･英武昭勝1年;宋･熙寧9年|ﾍﾞﾄﾅﾑの李常傑は如月江(ｶｳ河)と富良江(
  紅河)で宋の水軍を徹底的に破る
1076年2月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･英武昭勝1年|李朝の仁宗李乾徳が英武昭勝と改元(-1085)
1076年2月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公･下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ4世せむし公｣兼ﾄｽｶｰﾅ
  辺境伯｢ｺﾞｯﾌﾚｰﾄﾞ2世｣
1076年2月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ﾏﾁﾙﾀﾞ｣(~1086年)
1076年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世老公｣
1076年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾕｰｸﾞ1世｣(~1079年)
1076年4月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｽｳﾞｪﾝ2世ｴｽﾄﾘｽﾞｾﾝ｣
1076年4月28日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾗﾙ3世｣ｽｳﾞｪﾝ2世の庶子(~10800417死去)
1076年5月8日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Jalal al-Dawla｣
1076年5月8日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Sabiq ibn Mahmud｣(~1080.6)
1076年5月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ1世(老伯)｣
1076年5月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ2世(糸くず頭伯)｣(~10821206死去),｢ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ･ﾗ
  ﾓﾝ2世(兄弟殺し伯)｣(~1097年)
1076年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢Waltheof｣
1076年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ女伯･ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ女伯｢Judith of Lens｣(~1086年以降死去)
1076年6月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ4世｣暗殺される
1076年6月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｻﾝﾁｮ5世ﾗﾐﾚｽ｣ｱﾗｺﾞﾝ国王(~10940604死去/52歳)
1076年6月17日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｼｸﾞｳﾞｧﾄｩｰﾙ･ｽﾙﾄｿﾝ｣(~1084
  年)
1076年12月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞがｻﾚﾙﾉ占領
1076年12月26日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世ｼｭﾁｮﾄﾞﾙｨ｣⇒ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王(~1079年亡命)
1076年12月27日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ2世｣兼ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1076年12月27日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ1世｣(1期目~1077年)
1077年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾇｰｼｭ･ﾃｷﾞｰﾝ｣(~1097年死去)
1077年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~10780530死去)
1077年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾎﾞﾘｽ･ｳﾞｬﾁｪｽﾗｳﾞｨﾁ｣⇒<復位>｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣ｷｴﾌ
  大公(~1078年)
1077年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ=ｸﾀﾙﾐｼｭ｣ｱﾅﾄﾘｱで建国(~1086.6死去)
1077年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ1世｣(3度目~10781003死去)
1077年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｶｼｬｶﾞﾘｰがﾄﾙｺ･ｱﾗﾌﾞ語辞典を著す
1077年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Henry1世｣(~1090年)
1077年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Herbert4世｣(~1080年)
1077年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Liutold of Eppenstein｣(~10900512死去)
1077年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Raymond2世｣(~1080年)
1077年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ1世｣(~1082年)
1077年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄ｣(~10900512死去)
1077年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ6世｣(~1107年死去)
1077年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｳﾞｧﾛｱ伯･ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢Simon｣
1077年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<廃位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｳﾞｪﾙﾌ1世｣公国を召し上げられ､ﾛｰﾏ王の直接支配となった
1077年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ8世｣ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ3世の息子(⇒1084年ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ4
  世~1096年)
1077年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ､ﾋﾟｻ領に
1077年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞがｻﾚﾙﾉ侯国征服
1077年1月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾉｯｻの屈辱/ﾄﾞｲﾂ国王ﾊｲﾝﾘｯﾋ4世が､教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世による教会破
  門の許しを乞うためｲﾀﾘｱの北部ｶﾉｯｻに赴き､ｶﾉｯｻ城の門前､雪の中に裸足で3日間立ちつくす
1077年1月27日-08:00|中国|  ||大理･広安1年|大理国の段連義が広安(-1080年)と改元
1077年1月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾄﾞｲﾂ国王ﾊｲﾝﾘｯﾋ4世が教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世から破門撤回をとりつける
1077年3月2日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|承保4年2月5日|香椎宮焼失
1077年3月14日-09:00|日本|  ||承保4年2月17日|<死去>源師房､平安時代の公卿､歌人(生年1008年)
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1077年3月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国対立皇帝･ﾄﾞｲﾂ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾌｪﾙﾃﾞﾝ
  ｣(~10801015没)
1077年4月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｱﾉｰﾔﾀｰ｣62歳
1077年4月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｿｳﾙｰ｣ｱﾉｰﾔﾀｰの息子(~10840421死去)
1077年4月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｹﾞｰｻﾞ1世ﾏｸﾞﾅｽ｣
1077年4月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾗｰｽﾛｰ1世聖王｣ｹﾞｰｻﾞ1世の弟(~10950729没)
1077年6月19日-08:00|中国|  ||契丹･大康3年5月26日|謀反が起こり､皇太子の耶魯斡(涅鄰の長子､順宗)が立て
  られる
1077年6月30日-08:00|中国|  ||契丹･大康3年6月8日|耶魯斡､皇太子を廃され､庶人となり､上京に送られる
1077年9月15日-09:00|日本|  ||承保4年8月26日|<死去>良子内親王(生年1030年/皇族､伊勢斎宮)
1077年10月5日-09:00|日本|京都府京都市中京区|承保4年9月16日|陽明門院禎子内親王の御所･三条東洞院焼亡
1077年11月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ6世｣→ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ教皇領に
1077年12月5日-09:00|日本|  ||承暦1年11月17日|承保から承暦に改元
1078年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ｱﾅﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1147年)
1078年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣⇒<復位>｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾓﾉﾏﾌ｣(~1094年)
1078年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1093年戦死)
1078年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ｱﾝﾘ2世｣
1078年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Hugh2世｣(~1116年死去)
1078年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏｺﾝ伯｢ｷﾞｮｰﾑ1世｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯(~1085年)
1078年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ｱﾝﾘ3世｣ｱﾝﾘ2世の息子(~1095年死去)
1078年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｷﾞｽｶｰﾄﾞ｣(~1081年教皇領に返上)
1078年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾘｰｽ･ｱﾌﾟ･ｵｳｪｲﾝ｣
1078年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾘｰｽ･ｱﾌﾟ･ﾁｭｰﾀﾞｰ｣(~1093.4死去)
1078年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙはｱﾙﾓﾗｳﾞｨｯﾄﾞ帝国の一部(~1148年)
1078年2月15日-08:00|中国|  ||宋･元豐1年|北宋の神宗が元豊(-1085年)と改元
1078年2月16日-09:00|日本|滋賀県大津市|承暦2年1月2日|石山寺が焼失
1078年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ1世｣
1078年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公｢ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ1世｣(~1091.11死去)
1078年3月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾐｶｴﾙ7世ﾄﾞｩｰｶｽ"ﾊﾟﾗﾋﾟﾉ"(4分の1を失った)｣(~1090年死去)
1078年3月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾆｹﾌｫﾛｽ3世ﾎﾞﾀﾈｲｱﾃｽ｣ｱﾅﾄﾘｺﾝ･ﾃﾏの長官､小ｱｼﾞｱで反乱を起こし
  ､ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽで起きた反乱によって退位したﾐｶｴﾙ7世の後を継いで､皇帝として即位(~10810404退位~1081121
  0死去)
1078年5月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1078年5月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1088年)
1078年7月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾋﾟｴﾄﾛ1世･ﾃﾞｨ･ｻｳﾞｫｲｱ｣(生年1048年)
1078年8月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ2世｣(~10800128死去)
1078年10月3日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ1世｣兼ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1078年10月3日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公･ﾄｩｰﾛﾌ公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1087年死去)
1078年10月3日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1085年)
1078年10月3日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ1世｣(2期目~10930403死去)
1079年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vira Chola Vishnuvardhana9世｣(~1102年)
1079年-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝軍がﾀﾞﾏｽｶｽに入城し､ｱﾚｯﾎﾟを攻略しﾐﾙﾀﾞｰｽ朝が滅亡
1079年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝国王｢Nasir al-Dawla Mansur｣(~1085年)
1079年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾎｰｺﾝ(赤王)｣
1079年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ対立大公｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ1世｣(~10900518死去)
1079年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公･東ﾌﾗﾝｹﾝ大公(ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ大公)｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣(~11050721死去)
1079年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｲﾝｹﾞ1世｣(1期目~1084年退位)､｢ﾊﾙｽﾃﾝ｣(2期目~1081年退位
  ~1084年死去34歳)
1079年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad ibn Abu Bakr Muhammad al-Aftas｣(~1093年)
1079年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｳｰﾄﾞ1世赤毛公｣ﾕｰｸﾞ1世の弟(~11030323)
1079年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ1世ﾍﾙﾏﾝ｣ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の息子(~11020604死去)
1079年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<退位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣
1079年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世ｼｭﾁｮﾄﾞﾙｨ｣王位を追われる
1079年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Gudhfridhr hvithond Haraldsson(Godred4世 "White Hand")｣(~1094年)
1079年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<設立>ﾏﾝ島と諸島(内･外ﾍﾌﾞﾘﾃﾞｨｰｽﾞ諸島､ｷﾝﾀｲｱ半島を含む)の王国
1079年3月7日-09:00|日本|京都府京都市|承暦3年2月2日|京都大火､春日小路付近より出火､一条南､中御門北､大
  路以東､室町以西｡源師房/藤原師輔の土御門第･高陽院など36町焼亡
1079年3月23日-09:00|日本|三重県伊勢市|承暦3年2月18日|伊勢大神宮内宮､外院60余棟焼失
1079年5月19日-09:00|日本|  ||承暦3年4月16日|いろは歌全文が載った最古の文献｢金光明最勝王経音義｣が書
  かれる
1079年9月5日-09:00|日本|岐阜県大垣市|承暦3年8月8日|源義家が勅を蒙り美濃国､八島佐渡守源重宗､多田伊豆
  守源国房と青野が原で戦い大勝
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1079年10月16日-09:00|日本|岐阜県|承暦3年9月19日|源重宗が源義家に降伏
1080年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ﾆﾊﾟﾃｨﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1113年)､｢ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ6世｣(~1107年)
1080年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Khidr｣(~1081年)
1080年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Muhammad ibn Abbas｣
1080年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Qutb al-din Hasan｣(~1100年死去)
1080年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾙｰﾍﾞﾝ1世｣建国(~1095年死去)
1080年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢ﾍﾙﾍﾞﾙﾄ4世｣
1080年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯･ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢ｵﾄﾞ1世(2世)狂気伯｣(~1085年)
1080年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ伯｢Stephen2世｣(~1118年)
1080年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ1世｣(~1095年),｢ｾﾝﾁｭｰﾙ1世｣(~1090年)
1080年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢Geoffrey2世｣(~1100.10死去)
1080年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Fadl ibn Muhammad al-Aftas｣｢Abbas ibn Muhammad al-Aftas｣(
  ~1093年)
1080年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞはｴﾗﾌｨﾂｷｰ(ｴﾗﾌｨﾃｨ)諸島(ｼﾞｭｯﾊﾟﾅ､ﾒｿﾞ､ｶﾗﾓｯﾀ)併合
1080年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯･ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢Simon1世 de Senlis｣(~1111年死去)
1080年1月6日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾙｰﾍﾞﾝ1世｣(~1095年死去)
1080年1月25日-08:00|中国|  ||大理･広安4年|<死去>前大理第12代皇帝｢上徳帝(段廉義)｣楊義貞に殺害されて
  王位を奪われた
1080年1月25日-08:00|中国|  ||大理･広安4年|<即位>前大理第13代皇帝｢上明帝(段寿輝)｣(~1081年譲位)
1080年1月25日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･英武昭勝5年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~1081年)
1080年1月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯､ｱｵｽﾀ･ﾓﾘｱｰﾅ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ2世･ﾃﾞｨ･ｻｳﾞｫｲｱ｣(生年1046年)
1080年1月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｳﾝﾍﾞﾙﾄ2世｣(~11031014死去)
1080年2月29日-09:00|日本|京都府京都市|承暦4年2月6日|高陽院内裏焼亡､第72代･白河天皇､内裏に移る
1080年3月3日-09:00|日本|京都府京都市|承暦4年2月9日|藤原師実の高倉第焼亡
1080年3月8日-09:00|日本|京都府京都市|承暦4年2月14日|陽明門院御所(三条坊門室町)炎上
1080年4月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾗﾙ3世｣
1080年4月17日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾇｰｽﾞ4世聖王｣ｽｳﾞｪﾝ2世の庶子(~10860710死去)
1080年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢William Walcher｣
1080年5月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Aubrey de Coucy｣(~1086年)
1080年6月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ3世(ｷﾞﾍﾞﾙﾄ･ﾃﾞｨ･ﾗｳﾞｪﾝﾅ)｣(~11000908死去)
1080年10月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国対立皇帝･ﾄﾞｲﾂ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾌｫﾝ･ﾗｲﾝﾌｪﾙﾃﾞ
  ﾝ｣
1080年11月15日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||承暦4年10月2日|高麗の医師派遣要請を断り､以後､日朝国交が断絶
1080年12月6日-09:00|日本|京都府京都市上京区|承暦4年10月23日|東宮御所閑院焼亡
1081年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ahmad｣(~1089年)
1081年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1082年)
1081年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝がﾆｹｰｱを征服
1081年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾅｼﾞｬｰﾌ朝ｱﾐｰﾙ｢Sa'id al-Ahwal｣(~1088年)
1081年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｷﾞﾊﾝｶﾞ｣(~1114年)
1081年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾄﾞｩｸﾘｬ王｢ﾐﾊｲﾛ1世ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞﾘｪｳﾞｨｯﾁ｣
1081年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~1110年)
1081年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世｣(~1114年)
1081年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾙﾄｻ･ﾀｲﾌｧ｢al-Mundir 'Imad ad-Dawla｣(~1090年)
1081年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾎﾞﾃﾞｨﾝ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨｯﾁ(ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱのﾍﾟﾀﾙ3世)｣(~1091年､
  ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝの囚人)
1081年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Umar ibn Muhamad al-Aftas｣(~1093年)
1081年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国｢ﾊﾙｽﾃﾝ｣(~1084年死去34歳)
1081年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｷﾞｽｶｰﾄﾞ｣教皇領に返上
1081年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞはｱﾌﾟﾘｱのﾉﾙﾏﾝ公国主権下(~1085年)
1081年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾄﾗﾊｰﾝ･ｱﾌﾟ･ｷｬﾗﾄﾞｯｸﾞ｣
1081年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｪﾝﾄ王･ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ｷｬﾗﾄﾞｯｸﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣
1081年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾑｰﾗﾝ伯｢Hugh2世｣
1081年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾑｰﾗﾝ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ1世･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝ｣(~11180605死去)
1081年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王･ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ｲｴｽﾃｨﾝ･ｱﾌﾟ･ｸﾞｱｶﾞﾝ｣(~1091年)､｢ｵｳｪｲﾝ･ｱﾌﾟ･ｶﾗﾄﾞｯｸﾞ｣
  (~1113年)
1081年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｳｨﾈﾄﾞをｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが占領(~1101年)
1081年2月12日-08:00|中国|  ||大理･上明1年|<譲位>前大理第13代皇帝｢上明帝(段寿輝)｣
1081年2月12日-08:00|中国|  ||大理･上明1年|<即位>前大理第14代皇帝｢保定帝(段正明)｣(~1094年廃位)
1081年2月12日-08:00|中国|  ||大理･上明1年|大理国の段寿輝が上明と改元
1081年2月12日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･英武昭勝6年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾟﾗﾏﾎﾞﾃﾞｨｻﾄｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1086年)
1081年3月22日-09:00|日本|  ||永保1年2月10日|承暦から永保に改元
1081年4月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ｱﾚｸｼｵｽ1世ｺﾑﾈﾉｽ｣ｲｻｷｵｽ1世ｺﾑﾈﾉｽの甥､反乱を起こしてﾆｹﾌｫﾛｽ3
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  世ﾎﾞﾀﾈｲｱﾃｽを退位させ､自ら皇帝となった(~11180815死去)
1081年4月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ皇帝｢ﾆｹﾌｫﾛｽ3世ﾎﾞﾀﾈｲｱﾃｽ｣反乱により(~10811210死去)
1081年5月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをﾉﾙﾏﾝ･ｼﾁﾘｱ島(｢ﾅﾎﾟﾘ｣)が占領(~1083年)
1081年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ対立皇帝･ﾄﾞｲﾂ王｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾌｫﾝ･ｻﾞﾙﾑ｣(~10880928
  死去)ﾊｲﾝﾘﾋ4世の対立王
1081年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ対立王｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾌｫﾝ･ｻﾞﾙﾑ｣(~10880929没)
1081年11月1日-09:00|日本|京都府京都市中京区|永保1年9月28日|藤原師通第(四条坊門)焼亡
1081年12月3日-08:00|中国|  ||西夏･大安6年;宋･元豐4年11月|西夏軍は銀州塞へ攻め入る/宋軍は逃走して城
  内に駆け込む/銀川塞は陥落し､西夏軍は更に進んで米脂城の奪回攻略
1082年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ｳﾞｫﾛﾀﾞﾘ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1083年)
1082年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏｽﾞﾔﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾃﾞｭﾊﾞｲｽ｣(~1086年)
1082年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢Adalbero｣暗殺される
1082年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｳﾄﾞ2世｣
1082年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ伯｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ1世｣
1082年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢ｵﾀｶﾙ2世｣(~11221128死去)
1082年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~10870627死去)
1082年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ2世｣(~1093年)
1082年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ公｢ｽﾃｨｴﾊﾟﾝ｣(~1101年)
1082年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~1119年死去)
1082年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾚｲﾆｱ2世｣(~1086年)
1082年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾆﾝﾀｻﾆ｣(~1101年)
1082年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Bernard2世｣(~1084年)
1082年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾓﾛｯｺ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝がｱﾙｼﾞｪﾘｱを征服
1082年2月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｫをｼﾁﾘｱ王国(ﾅﾎﾟﾘ)が占領(~1084年)
1082年2月1日-08:00|中国|  ||大理･保定1年|大理国の段正明が保定と改元(-1094)
1082年8月25日-09:00|日本|京都府京都市|永保2年7月29日|内裏が焼失
1082年12月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ2世(糸くず頭伯)｣
1082年12月6日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ3世(大伯)｣ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ2世の子(~11310123死去
  )叔父のﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ･ﾗﾓﾝ2世と共同統治
1082年12月23日-09:00|日本|  ||永保2年12月2日|<死去>藤原俊家(生年1019年/公卿､歌人)
1083年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1094年)
1083年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Ali ibn Dawud2世｣(~1089年)
1083年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ1世｣
1083年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾ-ﾙ伯･ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Renaud2世｣(~1098年死去)
1083年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ2世｣(~1118年)ｷﾞｰ1世の弟
1083年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<任命>ﾗｼｱ公｢ﾌﾞｰｶﾝ｣ﾗｼｱ公ﾍﾟﾄﾘｽﾗﾌの息子
1083年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ･ﾏｸﾛｸﾘﾝ｣(~11210210死去)
1083年1月21日-09:00|日本|  ||永保3年|<任命>鎮守府将軍｢源義家｣(~不詳)
1083年1月21日-08:00|中国|  ||西夏･大安8年;宋･元豐6年|西夏軍は蘭州に攻撃してきた/夜､王文都は死士700
  人を率いて西夏軍営を襲ってこれを散々に破る
1083年6月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊｲﾝﾘｯﾋ4世の軍がﾃｳﾞｪﾚ川右岸の市街を陥落させる/ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世は逃れてｻ
  ﾝﾀﾝｼﾞｪﾛ城にたてこもる
1083年7月6日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世｣ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯から称号変更(~10860808死去)
1083年9月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大康9年7月18日|<即位>高麗王｢順宗｣(~12.5(太康9年10月23日)死去)
1083年10月14日-09:00|日本|  ||永保3年9月|<後三年の役>清原家衡が同族の真衡と争う/源義家は真衡方につ
  き家衡を攻める
1083年12月5日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大康9年10月23日|<死去>高麗王｢順宗｣
1083年12月6日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大康9年10月24日|<即位>高麗王｢宣宗｣(~10940617(太安10年5月2日)死去)
1084年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｹﾙﾏｰﾝ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾄｩｰﾗｰﾝ･ｼｬｰ1世｣(~1096年)
1084年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢Hoel1世(Geoffrey2世の対立公)｣
1084年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第32代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｳﾞｨﾀｰﾚ･ﾌｧﾘｴﾙ｣(~1096年)
1084年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢ﾏﾁｭｰ2世｣(~1103年)
1084年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾌﾞﾛｯﾄ=ｽｳﾞｪﾝ｣(~1087年死去)
1084年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Adalberon｣(~1106年)
1084年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢Alan2世Fergant｣(~1112年)
1084年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｲﾝｹﾞ1世｣
1084年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｽﾊﾟﾗﾄ/ｽﾌﾟﾘｯﾄ統治(~1105年)
1084年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをﾉﾙﾏﾝ･ｼﾁﾘｱ島(ﾅﾎﾟﾘ)が占領(~1085年)
1084年2月9日-08:00|中国|  ||宋･元豐7年|司馬光が｢資治通鑑｣を成す
1084年2月9日-08:00|中国|  ||西夏･大安9年;宋･元豐7年|西夏軍は再び蘭州に攻めてきた/主将の李憲は固く守
  って度々西夏軍を撃退/西夏軍は鉾先を変えて延州､德順軍､定西城､煕河諸寨を攻撃したが秦貴によって撃退
  された
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1084年3月15日-09:00|日本|  ||応徳1年2月7日|永保から応徳に改元
1084年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣ﾄﾞｲﾂ王兼ｲﾀﾘｱ王ｴﾝﾘｰｺ4世.ｴﾝﾘ
  ｰｺ3世の子(~11051231廃位)
1084年3月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ3世｣(~11000908死去)
1084年4月21日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｿｳﾙｰ｣
1084年4月21日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾁｬﾝｼｯﾀｰ｣(~1113年死去)
1084年5月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾍﾞｰﾙ･ｷﾞｽｶｰﾙのﾉﾙﾏﾝ兵がﾛｰﾏ市内に入る/ﾏﾙｽの野地区で激戦となる
1084年6月21日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾏﾙｸｽ･ｽｹｯｸﾞｼﾞｪｲｿﾝ｣(~1107
  年)
1084年10月24日-09:00|日本|  ||応徳1年9月22日|<死去>藤原賢子(生年1057年､白河天皇の中宮)
1084年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｵｯﾄｰﾈ2世｣
1084年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ4世｣ｵｯﾄｰﾈ2世の長男(~1100年死去)
1085年-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||この年ｱｯﾊﾞｰｽ朝のﾜｽﾞｨｰﾙ･ﾌｧﾌﾙﾀﾞｳﾗがｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾘｸ･ｼｬｰの許可を得てｸﾙﾄﾞ族
  のﾏﾙﾜｰﾝ朝領を攻撃し滅ぼす
1085年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1086年)
1085年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｼﾘｱ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾄｩﾄｩｼｭ｣(~1095年戦死)分割
1085年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯･ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Hugh the Great｣(~11011018死去)､ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Adelaid
  e｣(~1102年)
1085年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏｺﾝ伯｢Renaud2世｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯(~1097年死去)､｢Stephen1世｣ﾋﾞｴﾝﾇ伯(~1102死去)
1085年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｵｰﾗﾌ1世｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ王(~10950818死去)
1085年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ｾﾌﾜ朝国王｢Hume｣(~1097年)
1085年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢'Uthman｣(~1086年)
1085年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢ﾘｭｰﾘｸ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1092年死去)
1085年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ4世が｢神の平和｣に基づく国内平和令を布告
1085年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄの東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国支配が回復
1085年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでｳｨﾘｱﾑ1世が行った検地の結果を記録した土地台帳｢ﾄﾞｩｰﾑｽﾞﾃﾞｲ･ﾌﾞｯｸ｣が作
  成される
1085年1月29日-08:00|中国|  ||宋･元豐8年|この年､宋の司馬光｡保甲･保馬･放田法をやめる
1085年1月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･広祐1年|李朝の仁宗李乾徳が広祐と改元(-1092)
1085年1月29日-08:00|中国|  ||契丹･大安1年1月1日|遼の道宗が太安(-1094年)と改元
1085年3月7日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大安1年2月9日|遼の改元通知により高麗が大安に改元
1085年4月1日-08:00|中国|  ||宋･元豐8年3月5日|<死去>北宋第6代皇帝｢神宗｣[1048年04月10日生～](享年36)
1085年4月1日-08:00|中国|  ||宋･元豐8年3月5日|<即位>北宋第7代皇帝｢哲宗｣(~元符3年1月12日(1100年2月23
  日)死去)高太后摂政(-1093)
1085年5月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第157代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世｣(誕生1020年)
1085年5月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｷﾘｽﾄ教徒がﾄﾚﾄﾞを奪回し､ｽﾞｰ･ｱﾝﾇｰﾝ朝を滅ぼす
1085年6月-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳｶｲﾙ朝ｼｬﾗﾌがｱﾚｯﾎﾟでｾﾙｼﾞｭｰｸ軍に殺害される
1085年7月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾟｯﾘｬ･ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｲﾙ･ｸﾞｲｽｶﾙﾄﾞ｣ｷﾞﾘｼｬ遠征の途中､ｹﾌｧﾚｰﾆｱ島の北
  端ｱﾃｰﾙ岬で/70歳(誕生1015年)ﾉﾙﾏﾝの貴族で､南ｲﾀﾘｱ全域の支配権を掌握した
1085年7月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾟｯﾘｬ･ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ﾙｯｼﾞｪｰﾛ1世｣ﾛﾍﾞﾙﾄの次男(~11110222死去)
1085年9月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯(ｴｯﾂｫｰﾈﾝ家)｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣
1085年9月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣(~1095年)ﾍﾙﾏﾝ2世の寡婦ｱｰﾃﾞﾙﾊｲﾄ(ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭ
  ﾝﾃﾞ伯ｵｯﾄｰ1世娘)と結婚
1085年10月18日-09:00|日本|  ||応徳2年9月27日|<死去>性信入道親王(生年1005年/皇族､僧)
1085年10月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｱ王ｱﾙﾌｫﾝｿ6世がｻｸﾞﾗｰﾊｽの戦いでﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ･ﾕｰｽﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰｼｭﾌｨｰﾝに
  敗北
1085年11月11日-09:00|日本|  ||応徳2年10月21日|<死去>橘為仲(生年1014年/公家､歌人､和歌六人党の一人)
1085年11月27日-09:00|日本|  ||応徳2年11月8日|<死去>実仁親王(生年1071年､皇族)
1086年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｽﾚｲﾋﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙﾜ･ﾋﾞﾝﾄ･ｱｰﾏｯﾄﾞ｣(~1138年死去)
1086年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏｽﾞﾔﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｽｨﾄﾞｶ1世･ｲﾌﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ､ｱﾌﾞﾙ=ﾊｻﾝ･ｻｲﾌｯﾀﾞｳﾗ･ﾌｧｸﾙｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1108年)
1086年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<設立>ｱﾄｽにｶｽﾀﾓﾈﾀ修道院
1086年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｽﾞｳﾞｪﾆｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾞｫﾛﾀﾞﾘ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1092年~11240319死去)
1086年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾃﾚﾎﾞｳﾞﾘ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1124年死去)
1086年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<復位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣⇒<復位>｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~1099年)
1086年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Godfrey5世｣Godfrey4世の甥(~1095年)
1086年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Emicho｣(~1113年)
1086年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾏﾁﾙﾀﾞ｣(~1093年)
1086年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Yahya al-Qadir｣(~1092年)
1086年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾑﾙﾋﾞｴﾄﾞﾛおよびｻｸﾞﾝﾄ･ﾀｲﾌｧ｢Abu 'Isa Lubbun｣(~1092年)
1086年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Robert de Mowbray｣(~1095年)
1086年1月18日-08:00|中国|  ||西夏･天安礼定1年|西夏4代･崇宗が即位(-1139)天安礼定と改元
1086年1月18日-08:00|中国|  ||宋･元祐1年|北宋の哲宗が元祐(-1094年)と改元
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1086年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･広祐2年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~1113年)
1086年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･広祐2年|李朝で科挙制度はじまる
1086年5月16日-08:00|中国|  ||宋･元祐1年4月|北宋の王安石が死去
1086年5月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第158代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｸﾄﾙ3世｣ﾓﾝﾃｶｯｼｰﾉ修道院長ﾃﾞｼﾞﾃﾞﾘｵ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃｶｯｼｰﾉ(~
  10870916死去)
1086年6月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ=ｸﾀﾙﾐｼｭ｣
1086年6月15日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世｣⇒ﾎﾞﾍﾐｱ王(~10920114死去)
1086年7月10日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾇｰｽﾞ4世聖王｣
1086年7月10日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｵｰﾛﾌ1世飢餓王｣ｽｳﾞｪﾝ2世の庶子(~10950818死去)
1086年7月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾃｰﾙﾃﾞﾙﾊﾞｯﾊ･ﾏｯｸ･ﾀｲﾄﾞｯｸ｣
1086年7月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾑﾙﾀ･ｵﾌﾞﾗｲｱﾝ｣(~11190310死去)
1086年8月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘの誓いで､ｳｨﾘｱﾑ1世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ封建支配を確立
1086年8月8日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世｣
1086年8月8日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ3世｣ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世の息子(~1096年没)
1086年8月21日-08:00|中国|  ||西夏･天安礼定1年7月10日|<死去>西夏第3代皇帝｢恵宗(康靖皇帝)李秉常｣
1086年8月21日-08:00|中国|  ||西夏･天安礼定1年7月10日|<即位>西夏第4代皇帝｢崇宗(聖文皇帝)李乾順｣3歳(~
  大徳5年6月4日(1139年7月1日)死去)
1086年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ8世｣
1086年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ9世｣(~11270211死去)
1086年10月11日-08:00|中国|  ||宋･元祐1年9月|北宋の司馬光が死去
1086年10月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｻｸﾞﾗﾊｽの戦い>ﾚｺﾝｷｽﾀ･ｽﾍﾟｲﾝでｲｽﾗﾑ連合軍がｶｽﾃｨｰﾘｬ王国軍に勝利
1086年10月26日-09:00|日本|  ||応徳3年9月16日|藤原通俊が後拾遺和歌集を撰進
1086年11月9日-09:00|日本|秋田県横手市|応徳3年冬|<沼柵の戦い(出羽国/秋田県横手市)>源義家､沼柵に清原
  家衡を攻めるが､戦況が悪化し､兵を引き上げる
1087年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第7代国王｢ｶｲ=ｶｰｳｰｽ･ﾌﾞﾝ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾌﾞﾝ･ｶｰﾌﾞｰｽ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣
1087年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第8代国王｢ｷﾞｰﾗｰﾝ=ｼｬｰ･ﾌﾞﾝ･ｶｲ=ｶｰｳｰｽ｣(~1090年)
1087年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ｳﾞｨｼｺﾞﾛﾄﾞ公･ﾄｩｰﾛﾌ公｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1087年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾌﾞﾛｯﾄ=ｽｳﾞｪﾝ｣
1087年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ5世(4世)｣(~1100年)
1087年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公(ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ家)ﾛﾍﾞｰﾙ2世短袴公[ｷﾞﾖｰﾑ･ｸﾘﾄﾝ(ｷﾞﾖｰﾑ3世)ﾛﾍﾞｰﾙ2世の息
  子](~1105年)
1087年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<復位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｲﾝｹﾞ1世｣(2期目~1105年死去)
1087年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ｳﾏﾙ｣
1087年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽをﾎﾟｲｽが占領(~1093年)
1087年1月3日-09:00|日本|  ||応徳3年11月26日|<就任>摂政｢藤原師実｣
1087年1月3日-09:00|日本|  ||応徳3年11月26日|<譲位>72代｢白河天皇｣上皇として院政を開始/善仁親王践祚
1087年1月26日-09:00|日本|  ||応徳3年12月19日|<即位>73代｢堀河天皇｣善仁親王(~11070719)
1087年2月6日-08:00|中国|  ||遼の太安3年|重定条例の修正増補を行う
1087年2月6日-08:00|中国|  ||西夏･天儀治平1年|西夏の崇宗が天儀治平と改元(-1089年)
1087年3月8日-09:00|日本|奈良県奈良市|応徳4年2月|僧隆禅､興福寺内に大乗院をたてる
1087年3月12日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|応徳4年2月5日|鳥羽離宮出来る
1087年3月19日-09:00|日本|京都府京都市|応徳4年2月12日|京都大火､大炊事御門以北､一条以南､西洞院以東､室
  町以西
1087年3月31日-09:00|日本|京都府京都市|応徳4年2月24日|京都大火､四条南､五条北､西洞院東､室町西小屋など
1087年5月11日-09:00|日本|  ||寛治1年4月7日|応徳から寛治に改元
1087年5月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ｺﾝﾗｰﾄ｣ﾊｲﾝﾘﾋ4世の次子(~10980401廃位)
1087年6月9日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ｵﾀ1世｣
1087年6月9日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ｵﾛﾓｳﾂ公摂政｢ﾊﾝｶﾞﾘｰのﾕｰﾌｪﾐｱ｣(~1090年)
1087年6月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1087年6月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾛﾀｰﾙ･ｳﾄﾞ3世｣(~1106年死去)
1087年7月22日-09:00|日本|京都府京都市|寛治1年6月20日|前斎宮てい子内親王居所･六条院炎上
1087年9月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世(ﾛﾍﾞｰﾙ3世)短袴公｣(~1106年廃位)
1087年9月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｳｨﾘｱﾑ1世征服王｣兼ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ公｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣59歳
1087年9月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第158代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨｸﾄﾙ3世｣
1087年9月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｳｨﾘｱﾑ2世赤顔王｣(~11000802死去)
1087年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣
1087年11月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾙﾉｰ2世｣ｷﾞﾖｰﾑ1世の息子(~1097年死去)
1087年12月11日-09:00|日本|秋田県横手市|寛治1年11月14日|<金沢柵の戦い>藤原清衡と源義家の連合軍が清原
  家衡･武衡のたてこもる秋田の金沢柵を攻略(後三年の役終結)
1087年12月19日-09:00|日本|  ||寛治1年11月22日|<死去>隆姫女王(生年995年/皇族､藤原頼通の正室)
1088年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾝ=ﾅｼｰﾙ｣
1088年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Badr al-Dawala Abu 'l-'Abbas ibn Nasr｣(~1090年)
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1088年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1094年)
1088年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1093年)
1088年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ伯｢ｳﾞﾗﾃｨﾅ｣
1088年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｷﾞｻﾙﾌ2世｣前ｻﾚﾙﾉ王(~1089年)
1088年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ｣(~1104年死去)
1088年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<爵位剥奪>ｹﾝﾄ伯｢ﾊﾞｲﾕｰのｵﾄﾞ｣ﾊﾞｲﾕｰ司教
1088年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣(~11190620死去)
1088年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣(~同年死去)⇒｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾜｰﾚﾝ｣(~1101年剥奪)
1088年3月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第159代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ2世｣(~10990729死去)
1088年8月13日-09:00|日本|  ||寛治2年7月24日|この日以降40日間地震が続く/餓死者多数
1088年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ対立王｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾌｫﾝ･ｻﾞﾙﾑ｣
1088年11月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛治2年10月26日|興福寺東屋焼失
1089年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｰﾊﾀﾞｳﾞｧｰﾗ朝国王｢ﾁｬﾝﾄﾞﾗﾃﾞｰｳﾞｧ｣ｶﾞﾝｼﾞｽ中流域で建国(~1103年)
1089年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ya'qub Qadir Khan｣(~1095年)
1089年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ4世｣(~1125年死去)
1089年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾛﾘ王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ2世｣｢ｱﾊﾞｽ1世｣(~1113年)
1089年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<退位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣
1089年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾅｼﾞｬｰﾌ朝ｱﾐｰﾙ｢Abu't-Tami Jayyash｣(~1104年)
1089年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯･ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ1世｣兼ﾌﾞﾛﾜ伯･ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ3世｣
1089年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ4世共治王｣(~1098年)
1089年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~1110年)
1089年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Stephen2世｣兼ﾌﾞﾛﾜ伯｢Stephen｣兼ﾓｰ･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Stephen3世Henry｣(~1102
  0519死去)
1089年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｳｰﾄﾞ3世｣兼ﾄﾛﾜ伯｢ｳｰﾄﾞ5世｣ﾃｨﾎﾞｰ1世の息子(~1093年死去)
1089年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｸﾞｴﾙﾌｫ｣ﾏﾃｨﾙﾃﾞの夫として(~1095年)
1089年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~1103年死去)
1089年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<独立宣言>ﾗｼｱ公｢ﾌﾞｰｶﾝ｣⇒大公(~1112年)
1089年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||教皇ｳﾙﾊﾞﾇｽ2世に組織された､ﾌﾗﾝｽ十字軍ｽﾍﾟｲﾝへ
1089年3月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛治3年2月5日|興福寺東金堂焼失
1089年4月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｳｽ･ｽﾞｳﾞｫﾆﾐｰﾙ｣
1089年4月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃｨｴﾊﾟﾝ2世｣(~1091年7月､死去)
1089年5月23日-09:00|日本|京都府京都市中京区|寛治3年4月23日|法興院及び積善寺焼失
1089年11月13日-08:00|中国|  ||契丹･大安5年10月9日|遼､重定条例を廃止､重熙新定条例に戻す
1090年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝ･ﾊﾟﾃｨ｣(~1103年)
1090年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾊﾟｶﾞﾝ王朝国王ﾁｬﾝｼｯﾀｰがｱｰﾅﾝﾀﾞ寺院を建立
1090年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｬﾗﾜｰﾄﾞ国
1090年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Baha al-Dawala Khalaf ibn Nasr｣(~1106年)
1090年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Da'i Hassan-i Sabbah｣(~11240612死去)
1090年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾛｰﾄﾞｽ島がｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ﾄﾙｺ人に占領された(~1095年)
1090年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公(ﾂｪｰﾘﾝｹﾞﾝ家)ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ2世(対立大公~1098年)
1090年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Engelbert1世｣(~1096年)
1090年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯･ﾓｰ伯｢Stephen｣(~1127年死去)
1090年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ｣ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世の息子(~10910810死去)
1090年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公国｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣(~1122年)
1090年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾙﾄｻ･ﾀｲﾌｧ｢Sulayman Sayyid｣(~1115年)
1090年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝軍がｸﾞﾗﾅﾀﾞに入城
1090年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ｺｿﾎﾞ|  |||ﾗｼｱ大公｢ﾌﾞｰｶﾝ｣ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝの領土を襲撃し始め､ｺｿﾎﾞを占領
1090年2月3日-08:00|中国|  ||西夏･天祐民安1年|西夏の崇宗が天祐民安(-1097年)と改元
1090年2月3日-08:00|中国|  ||宋･元祐5年|蘇頌が天文時計を設置
1090年2月24日-09:00|日本|  ||寛治4年1月22日|白河上皇､初めて熊野三山検校を置く
1090年5月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ﾙｲﾄﾎﾟﾙﾄ｣
1090年5月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Henry4世｣(~112212
  04死去)
1090年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ対立大公｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ1世｣
1090年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ対立大公｢ﾍﾞﾙﾄﾙﾄ2世｣(~1098年､ﾏｲﾝﾂの和)ﾙﾄﾞﾙﾌ1世の娘ｱ
  ｸﾞﾈｽと結婚
1090年7月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｴｸﾍﾞﾙﾄ2世｣
1090年8月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||寛治4年8月|高麗僧の義天が｢新編諸宗教蔵総録｣3巻を編纂する
1090年9月4日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲｽﾏｰﾙ派布教者ﾊｻﾝ･ｻｯﾊﾞｰﾌが､ｱﾗﾑｰﾄ城に無血入城し､ｱｻｯｼﾝ暗殺教団を結成
1091年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||この年､ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝宰相ﾆｻﾞｰﾑ･ｱﾙﾑﾙｸが｢政治の書｣を著す
1091年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾜﾗｷｱはｸﾏﾝ･ｷﾌﾟﾁｬｯｸ連合の一部
1091年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｴｷﾞﾙﾏｰﾙ1世｣(~1108年)
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1091年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾄﾞｳｸﾘｬ摂政｢ｼﾞｬｸｳﾞｨﾝﾀ｣(~1101年)
1091年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾍﾟﾃﾙ｣(~?)
1091年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｵﾄﾍﾞﾙﾄ｣(~1119年死去)
1091年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾀﾝｸﾚｰﾃﾞｨの息子ﾙｯｼﾞｪｰﾛ1世ｼﾁﾘｱを征服
1091年1月12日-09:00|日本|  ||寛治4年12月20日|<就任>関白:藤原師実(~寛治8年3月9日)
1091年3月30日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛治5年3月8日|清水寺が焼失
1091年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Ahmad ben Muhammad, Mu'izz al-Dawla｣(~10月ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝へ)
1091年6月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ5世｣
1091年6月17日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ2世(肥満伯)｣(~11210302死去)
1091年6月20日-09:00|日本|京都府|寛治5年6月|源義家と義綱が京都で兄弟合戦
1091年7月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃｨｴﾊﾟﾝ2世｣
1091年7月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾊﾝｶﾞﾘｰ王ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ1世｣(~10950729死去)､代理統治｢ｱｰﾙﾓｼｭ｣
1091年7月-01:00|ﾏﾙﾀ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏﾙﾀはﾉﾙﾏﾝの支配､ｼﾁﾘｱ王国の一部
1091年8月10日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<死去>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ｣
1091年8月10日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ｵﾛﾓｳﾂ公｢ｽｳﾞｧﾄﾌﾟﾙｸ｣ｵﾀ1世の息子(~11070514),｢ｵﾀ2世｣(~1109年)
  1095年頃まで幼少であったことから両人の公国は母ｴｳﾌｪﾐｱの統治下におかれた
1091年8月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢Sisnando Davidiz｣
1091年8月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢Martim Moniz｣(~10930505)
1091年9月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝がｾﾋﾞﾘｱのｱｯﾊﾞｰﾄﾞ朝を滅ぼす
1091年9月22日-09:00|日本|  ||寛治5年8月7日|山城･大和地震､京畿大地震/寺塔壊損/法成寺の仏像･建物被害
1091年10月28日-08:00|中国/日本|  ||寛治5年;契丹･大安7年9月14日|日本国(太宰権帥藤原伊房)､鄭元･鄭心お
  よび僧応範(明範)ら二十八人を遣わし､来貢する
1091年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ｼﾞｮﾙﾀﾞﾝ1世｣
1091年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾘｶﾙﾄﾞ2世｣(~1106年死去)
1092年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｽﾞｳﾞｪﾆｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾞｫﾛﾀﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~11240319~1128年死去)
1092年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾙﾁ･ｱﾙｽﾗｰﾝ1世｣(~1107年死去)
1092年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢ﾘｭｰﾘｸ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1092年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢ﾙｲ｣ﾌﾗﾝｽ王ﾌｪﾘﾍﾟ1世の息子(~1108年)
1092年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ1世｣(~1117年)
1092年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ王ﾗﾝﾄﾞ4世[ﾘｶﾙﾄﾞ2世への対立王](~1098)
1092年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Ahmad Dja'far｣(~1094年)
1092年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢ｳﾞｫﾛﾀﾞﾘ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~11240319死去)
1092年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｺﾉｰﾄをﾑﾑ(ﾐｭﾝｽﾀｰ)が占領(~1095年10月)
1092年1月14日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世｣落馬事故で
1092年1月14日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｵﾙﾄﾞｼﾞﾌ｣ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世の息子(~1097年ﾎﾞﾍﾐｱ公ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ2世により
  更迭~11130327死去)
1092年1月14日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世｣(~10930906死去)
1092年1月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ｽﾞﾉｲﾓ公｢ﾘﾄﾙﾄﾞ｣ｺﾝﾗｰﾄﾞ1世の息子(~1099年7月~11120315､死去)
1092年1月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｵﾙｼﾞﾋ2世｣(~11151111､死去)
1092年1月20日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~9.6死去)
1092年1月24日-09:00|日本|鹿児島県霧島市|寛治5年12月13日|大隅正八幡宮が焼失
1092年2月10日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･会豊1年|李朝の仁宗李乾徳が会豊と改元(-1100)
1092年2月24日-09:00|日本|東京都渋谷区|寛治6年1月15日|河崎基家によって渋谷城内に金王八幡宮創建(東京
  都渋谷)
1092年3月11日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol4世｣
1092年3月11日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol5世｣(~1102年Mollerussaの戦いで戦死)
1092年4月15日-09:00|日本|京都府京都市|寛治6年3月6日|京都大火､三条以南､五条坊門以北､東洞院東､京極西､
  悉く焼亡/興福寺僧徒､山城国賀茂荘民を襲い民家焼く.藤原師実の三条第など焼亡
1092年5月9日-09:00|日本|京都府京都市|寛治6年4月1日|前斎院佳子内親王御所(二条富小路)焼亡
1092年5月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世､妻ﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ｵﾗﾝﾄﾞと離婚し､｢ｱﾝｼﾞｭｰ伯｣ﾌﾙｸ4世の妻であったﾍ
  ﾞﾙﾄﾗｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ(｢ﾓﾝﾌｫｰﾙ伯｣ｼﾓﾝ1世の娘)と再婚
1092年6月22日-08:00|中国|  ||契丹･大安8年5月15日|生女直の劾里鉢､薨じる(年54)頗剌叔(烏古廼の第四子､
  肅宗)､継ぐ
1092年9月6日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣
1092年9月6日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王代行｢ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ2世｣(⇒14日､王~11001222死去)
1092年9月7日-09:00|日本|  ||寛治6年8月3日|大風｡諸国に洪水･高潮の被害｡伊勢神宮宝殿､四面廊など倒壊
1092年10月14日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝宰相｢ﾆｻﾞｰﾑﾙﾑﾙｸ｣ﾆｻﾞｰﾙ派の刺客に刺殺される
1092年10月30日-08:00|中国/日本|  ||寛治6年;契丹･大安8年9月27日|日本国､使を遣わし来貢する
1092年11月19日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏﾘｸ･ｼｬｰ1世｣
1092年11月19日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ1世｣(~1094.11死去)
1092年12月11日-09:00|日本|  ||寛治6年11月10日|京で大地震/越後に大津波が押し寄せ､角田浜飛山砂山古潟
  が海没
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1093年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾄﾞｩﾝﾀﾞｰﾙの前身国家
1093年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1095年)
1093年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾍﾞﾚｽﾁｴ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~10990612死去)
1093年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｳｰﾄﾞ3世｣兼ﾄﾛﾜ伯｢ｳｰﾄﾞ5世｣
1093年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Burchard｣(~1101年)
1093年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛﾜ伯｢Hugh｣(~1102年)兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾕｰｸﾞ｣ｳｰﾄﾞ3世の弟(~1125年死去)
1093年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼﾞｭﾙﾍﾞﾙｼﾞｭ｣ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世の娘(~1112年)ｼﾞｪｳﾞｫｰﾀﾞﾝ子爵ｼﾞﾙﾍﾞｰﾙ1世と
  結婚
1093年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ3世｣(~1132年)
1093年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｴﾘｱｽ1世｣(~11100711死去)
1093年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王(反体制派)｢ﾍﾟﾀﾙ･ｽｳﾞｧﾁｯﾁ｣(~1097年5月､死去)
1093年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｳﾞｪﾙﾅｰﾙ2世｣(~1119年)
1093年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏｼﾞｮﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢Mubassir｣(~1114年)
1093年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞは恒久的にｲｷﾞﾘｽが支配
1093年1月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾊﾞﾙ伯｢ｿﾌｨｰ｣
1093年1月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ﾃｨｴﾘｰ2世(ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯ﾃｨｴﾘｰ1世)｣(~11050102死去)
1093年1月30日-09:00|日本|  ||寛治7年|出羽国で平師妙､師季が反乱を起こす｡隣国の国司である源義綱の郎党
  藤別当､師妙を討ち取る
1093年1月30日-09:00|日本|山形県南陽市|寛治7年|源義綱が赤湯温泉を発見(山形県南陽市)
1093年1月30日-08:00|中国|  ||宋･元祐8年|この年､新法党の復権
1093年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾘｰｽ･ｱﾌﾟ･ﾁｭｰﾀﾞｰ｣
1093年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢Gwronwy ap Rhys｣(~1093.7死去)
1093年4月13日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞ1世｣兼ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣戦死
1093年4月13日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ2世｣(~11130416死去)
1093年5月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢Raimundo(in Galicia)｣(~11071001死去)
1093年6月1日-09:00|日本|京都府京都市北区|寛治7年5月5日|賀茂社で初めて競馬を行う.以後恒例
1093年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢Gwronwy ap Rhys｣
1093年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはｲｷﾞﾘｽが統治(~1135年)
1093年9月22日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵﾗﾌ3世ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ平和王｣
1093年9月22日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ3世ｵﾗﾌｿﾝ裸足王｣(~11030824死去)､対立王｢ﾎｰｺﾝ2世ﾏｸﾞﾇ
  ｯｿﾝ｣(~1095年2月死去)
1093年9月26日-09:00|日本|  ||寛治7年9月4日|<死去>馨子内親王(生年1029年/皇族､賀茂斎院､後三条天皇の中
  宮)
1093年10月9日-08:00|中国|  ||宋･元祐8年9月16日|哲宗(17)の親政が始まる
1093年10月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世｣
1093年10月13日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世｣ﾛﾍﾞｰﾙ1世の息子(~11111005死去)
1093年10月20日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|寛治7年9月20日|金峰山宝殿焼失
1093年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏﾙｶﾑ3世大首領王｣
1093年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ3世｣(1期目~10940501)
1094年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Naravarman｣(~1130年)
1094年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､ｼﾞｰﾑﾀﾊﾞｰﾊ作のﾍﾟﾝｶﾞﾙの相続法論書｢ﾀﾞｰﾔﾊﾞｰｶﾞ｣成立
1094年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｸﾙｽｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~10960906死去)
1094年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1095年)
1094年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞｰﾙ=ﾊｼﾑ･ｱﾙ=ﾀﾗﾌﾞ｣(~1101年)
1094年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｳﾞｬﾁｪｽﾗﾌ･Iaropolkovich｣(~1104年)
1094年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1113年退位)
1094年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1097年)
1094年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｷﾞｮｰﾑ4世｣
1094年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｲﾓﾝﾄﾞ6世･ﾄﾞ･ｻﾝ=ｼﾞﾙ｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾚｰﾓﾝ4世｣(~11050228死去)
1094年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢William2世｣(~1109年死去)､｢Bernard2世｣(~1118年死去)
1094年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<併合>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ､ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝へ
1094年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾄｺﾞﾒﾘｰ｣
1094年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾋｭｰ･ｵﾌﾞ･ﾓﾝﾄｺﾞﾒﾘｰ｣(~1098年死去)
1094年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Domhnall mac Taidc Ua Briain｣(~1098年)
1094年1月10日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第8代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ･ﾋﾞｯﾗｰ｣
1094年1月10日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第9代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾑｽﾀｱﾘｰ･ﾋﾞｯﾗｰ｣(~11011212死去)
1094年1月13日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|寛治7年12月24日|修理大夫･橘俊綱の伏見亭炎上
1094年1月19日-08:00|中国|  ||大理･保定13年|<即位>大中皇帝｢富有聖徳表正帝(高昇泰)｣(~1095年病死)
1094年1月19日-08:00|中国|  ||大理･保定13年|<廃位>前大理第14代皇帝｢保定帝(段正明)｣大理滅亡
1094年2月3日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第27代ｶﾘﾌ｢ﾑｸﾀﾃﾞｨｰ｣
1094年2月3日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第28代ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｽﾞﾋﾙ｣(~11180806死去)
1094年2月3日-09:00|日本|  ||寛治8年1月16日|<死去>禎子内親王(生年1013年/後朱雀天皇皇后､女院)
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1094年3月26日-09:00|日本|  ||寛治8年3月8日|陸奥守源義綱が出羽国の賊を討ち､入京
1094年3月27日-09:00|日本|  ||寛治8年3月9日|<就任>関白:藤原師通(~承徳3年6月28日在官中に薨御)
1094年4月18日-08:00|中国|  ||宋･紹聖1年4月|北宋の哲宗が紹聖(-1098年)と改元
1094年5月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾄｩﾄｩｼｭがｱﾚｯﾎﾟの領主ｱｰｸ軍を破り､ﾓｰｽﾙを占領
1094年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾀﾞﾝｶﾝ2世｣ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ3世の軍を破り王位についた(~11.12死去)
1094年6月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ﾅﾊﾞﾗ王｢ｻﾝﾁｮ5世ﾗﾐﾚｽ｣52歳
1094年6月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ1世｣ｻﾝﾁｮ5世ﾗﾐﾚｽとｲｻﾍﾞﾙ･ﾃﾞ･ｳﾙﾍﾙの男子(~110
  40928死去36歳)
1094年6月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢ｴﾙ･ｼｯﾄﾞ(ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾊﾞﾙ)｣(~1099年)
1094年6月17日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大安10年5月2日|<死去>高麗王｢宣宗｣
1094年6月17日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大安10年5月2日|<即位>高麗王｢献宗｣(~1095年)
1094年9月29日-09:00|日本|  ||寛治8年8月17日|白河上皇を呪咀したことにより源惟清ら配流/その弟顕清は越
  前に近流
1094年10月16日-09:00|日本|  ||寛治8年9月5日|<死去>源顕房(生年1037年/公卿､右大臣､歌人)
1094年11月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ1世｣
1094年11月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾊﾞﾙｷﾔｰﾙｸ｣(~11041222死去)
1094年11月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾀﾞﾝｶﾝ2世｣叔父のﾄﾞﾅﾙﾄﾞ3世に暗殺される
1094年11月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ3世｣(2期目~10971008)､｢Etmond mac Mail Coluim
  ｣(~1097.10死去)､対立王｢Etgar mac Mail Choluim｣(⇒10971008王~11070108死去)
1094年12月4日-09:00|日本|京都府京都市中京区|寛治8年10月24日|皇居堀河殿焼失
1094年12月23日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|寛治8年11月13日|長谷寺が焼失
1095年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾙﾑﾙ国ｼﾙﾑﾙ州
1095年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾇﾙﾌﾟｰﾙ国(当時はﾀﾞﾒﾘと呼ばれた)
1095年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｾｰﾅ朝国王｢ﾍｰﾏﾝﾀ･ｾｰﾅ｣ﾍﾟﾝｶﾞﾙ地方に建国(~1097年)
1095年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Mas'ud｣(~1097年)
1095年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾙｰﾍﾞﾝ1世｣
1095年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ1世｣(~1102年死去)
1095年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣⇒｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1097年)
1095年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾑｰﾛﾑ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~10960906死去)
1095年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1117年)
1095年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｶｸｲﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Ali｣
1095年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶｸｲﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Garshasp2世｣(~1141年死去)
1095年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ･ﾑｽﾀｽﾞﾋﾙ､ﾃｨｸﾞﾘｽ川東岸のﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ新市街を囲む市壁を建設
1095年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｼﾘｱ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾄｩﾄｩｼｭ｣戦死
1095年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｼﾘｱ(ｱﾚｯﾎﾟ)ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾘﾄﾞﾜｰﾝ｣(~11131210死去)
1095年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｼﾘｱ(ﾀﾞﾏｽｶｽ)ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾃﾞｭｶｰｸ｣(~11040608死去)
1095年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢ｷﾞｮｰﾑ1世｣兼ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｳｨﾘｱﾑ1世｣
1095年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ｱﾝﾘ3世｣
1095年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢ｷﾞｮｰﾑ2世Jordan｣兼ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ｳｨﾘｱﾑ2世｣(~1109年死去)
1095年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Bernard3世｣(~1113年)
1095年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢ｷﾞｮｰﾑ｣(~1106年)
1095年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ1世｣ﾍﾙﾏﾝ2世の寡婦ｱｰﾃﾞﾙﾊｲﾄの初婚の子(~1113年)
1095年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢Godfrey1世｣ｱﾝﾘ2世の息子(~11390125死去)
1095年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝはﾘｴｰｼﾞｭ司教区の一部
1095年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  |||高麗で李資義の乱が起こる
1095年1月23日-09:00|日本|  ||嘉保1年12月15日|寛治から嘉保に改元
1095年2月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ﾎｰｺﾝ2世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ｣
1095年2月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ｽｳﾞｪｲﾝ･ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ｣(~1103年)
1095年2月8日-08:00|中国|  ||大理･上治1年|<死去>大中皇帝｢富有聖徳表正帝(高昇泰)｣病死
1095年2月8日-08:00|中国|  ||大理･上治1年|<即位>後大理初代皇帝｢中宗文安帝(段正淳)｣(~1108年譲位)
1095年2月8日-08:00|中国|  ||大理･上治1年|大中国の高昇泰が上治と改元(-1096)
1095年2月8日-08:00|中国|  ||契丹･壽昌1年1月1日|遼の道宗が寿昌(-1100年)と改元
1095年6月15日-09:00|日本|京都府京都市上京区|嘉保2年5月11日|左大臣･源俊房の上東門第炎上
1095年7月29日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾗｰｽﾛｰ1世聖王｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ1世｣
1095年7月29日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｶｰﾙﾏｰﾝ文人王｣ｹﾞｰｻﾞ1世の長男(~11160203没)
1095年8月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･壽昌1年7月5日|高麗･遼の寿昌年号を適用
1095年8月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｵｰﾛﾌ1世飢餓王｣兼ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｵｰﾗﾌ1世｣
1095年8月18日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ1世常善王｣ｽｳﾞｪﾝ2世の庶子(~11030
  710死去)
1095年10月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ2世｣45歳
1095年10月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢聖ﾚｵﾎﾟﾙﾄ3世｣(~11361115死去63歳)
1095年11月6日-09:00|朝鮮|  ||高麗･壽昌1年10月7日|<退位>高麗王｢献宗｣王位を鷄林公に譲って後宮に移る(~



1100迄(1445件)

  1097.2死去14歳)
1095年11月7日-09:00|朝鮮|  ||高麗･壽昌1年10月8日|<即位>高麗王｢粛宗｣(~11051110(乾統5年10月2日)死去)
1095年11月23日-09:00|日本|  ||嘉保2年10月24日|延暦寺が美濃守･源義綱の流罪を要求(初の日吉神輿入洛).
  中務丞･源頼治が防ぎ､僧徒を射殺(頼治は4年後に佐渡へ配流)
1096年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Fariburz1世｣
1096年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<設立>ｽﾞﾌｧｰﾙ(首都:ﾐﾙﾊﾞﾄ)
1096年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Manuchehr2世｣前王の息子(~1106年死去)
1096年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｹﾙﾏｰﾝ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｲｰﾗｰﾝ･ｼｬｰ｣(~1101年)
1096年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ﾓｰｽﾙのｳｶｲﾙ朝がｾﾙｼﾞｭｰｸ朝の攻撃を受け滅亡
1096年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ3世｣
1096年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Poppo2世｣(~1098年死去)
1096年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第33代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｳﾞｨﾀｰﾚ･ﾐｷｴﾙ1世｣(~1102年)
1096年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞｮｰﾑ6世｣(~1136年)
1096年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世(ﾍﾗﾙﾄ1世)｣(~11290308死去)ｳﾞｧｯｾﾝﾍﾞﾙｸ伯ｹﾞﾙﾊﾙﾄ3世
1096年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ﾊｲﾝﾘｯﾋ3世の兄弟(~11300123没)
1096年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾏﾘﾅｽ･ｾﾊﾞｽﾀｽ｣(~1100年)
1096年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｳﾞｪﾙﾌ1世｣(~1101年死去)
1096年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ｴﾝﾘｹ｣(~11120424)､｢ﾃﾚｻ｣(~11280624)
1096年1月28日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･会豊5年;宋･紹聖3年|李朝のﾘﾄﾝｷｴﾄは宋の皇帝へ和議の使節を送り
  ､和議が成立し､再びﾍﾞﾄﾅﾑの独立は安定
1096年4月2日-09:00|日本|大阪府大阪市住吉区|嘉保3年3月7日|住吉神社神主津守国基､氏寺津守寺を建立し供
  養を行う
1096年4月5日-09:00|日本|和歌山県田辺市|嘉保3年3月10日|熊野本宮が焼失
1096年4月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||隠者ﾋﾟｴｰﾙの民衆十字軍がｹﾙﾝを出発(ﾕﾀﾞﾔ人虐殺/小ｱｼﾞｱにおける大虐殺と潰
  走)
1096年6月23日-09:00|日本|京都府京都市|嘉保3年6月|祇園御霊会にともない田楽が大流行し,庶民から貴族ま
  で装束を競い,2か月余り日夜踊り狂った(永長の大田楽)
1096年8月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||聖母ﾏﾘｱ被昇天大祝日のこの日､第1回十字軍が出発/｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｣ﾚｲﾓﾝ･｢ﾌ
  ﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣･｢ﾌﾞﾛﾜ伯｣など､ﾌﾗﾝｽの諸侯､騎士を中心に3万5千人が参加
1096年8月27日-09:00|日本|  ||嘉保3年8月7日|<死去>てい子内親王(郁芳門院)(生年1030年/白河天皇の第一皇
  女､堀河天皇の准母･中宮)
1096年9月6日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｸﾙｽｸ公･ﾑｰﾛﾑ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣
1096年10月1日-09:00|日本|  ||嘉保3年9月13日|<死去>ばい子内親王､皇族(生年1039年)
1096年10月4日-09:00|日本|  ||嘉保3年9月16日|<死去>藤原伊房(生年1076年/公卿､世尊寺流の能書家)
1096年10月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|嘉保3年9月25日|興福寺が焼失
1096年10月21日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||民衆十字軍がﾆｶｲｱへの行進途中でﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝の襲撃を受け壊滅
1096年12月11日-01:00|日本|  ||嘉保3年11月24日|<永長地震(東海､東南海連動地震)>辰の刻(午前8時ごろ)､畿
  内(京都､難波周辺､大和)と東海地方にﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8～8.5の巨大地震が発生/京都の被害は大極殿(天皇の即位式
  を行う殿舎)が小破し､応天門(大内裏にあり政務を行う朝堂院の正門)の西楼が大きく傾いたが､震動の割には
  被害は比較的少なかった/近江国の勢多橋(瀬田の唐橋)が落ち､奈良では東大寺の巨鐘が落ち､薬師寺の回廊が
  倒壊､東寺や法成寺などの塔の金物が落ちて損傷/被害は東海地方で大きく､伊勢国の阿乃津が津波に襲われて
  民家が倒壊や流失､駿河国では神社や寺､民家など400余戸が津波で流された
1096年12月19日-09:00|日本|京都府京都市中京区|嘉保3年12月2日|播磨守･藤原顕季の高松第焼亡
1097年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｾｰﾅ朝国王｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔ･ｾｰﾅ｣(~1160年)
1097年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾇｰｼｭ･ﾃｷﾞｰﾝ｣
1097年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Sulayman Qadir Tamghach｣⇒｢Mahmud Arslan K
  han｣(~1099年)
1097年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Ekinchi ibn Qochqar｣⇒｢Arslan Tigin Muhammad ibn An
  ush Tigin｣(~1127年死去)
1097年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾎﾗｽﾞﾑ･ｼｬｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾄｩﾌﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1127年死去)
1097年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1113年)､｢ﾔﾛﾎﾟﾙｸ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1113年)共同
  統治
1097年-04:00|ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1123年)
1097年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾑｰﾛﾑ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1123年)
1097年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾀﾞﾆｼｭﾒﾝﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢ﾀﾞｰﾆｼｭﾏﾝﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣建国(~1104年死去)
1097年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ･ｾｳﾞｪﾙｽｷｰ公｢ｵﾚｸﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1115年)
1097年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｽｳﾞｬﾄｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1097年)
1097年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯･ﾏｺﾝ伯｢ﾙﾉｰ2世｣
1097年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯･ﾏｺﾝ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣ﾙﾉｰ2世の息子(~1125.1~11270301死去);ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ
  伯｢ｽﾃﾌｧﾝ1世｣ｷﾞﾖｰﾑ2世の叔父(~11020527死去)
1097年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｼﾞｮﾝ6世｣(~1120年死去)
1097年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞｶﾞｰ｣ﾏﾙｶﾑ3世の息子｣(~11070108死去)
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1097年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾄﾞﾅﾙﾄﾞ3世｣
1097年1月3日-09:00|日本|  ||永長1年12月17日|嘉保から永長に改元
1097年1月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||鋳銭官を置く
1097年1月16日-08:00|中国|  ||大理･天授1年|後理国の段正淳が天授と改元(-1108)
1097年2月5日-09:00|日本|京都府京都市|永長2年1月21日|京都大火､因幡堂など焼亡
1097年2月20日-09:00|日本|  ||永長2年閏1月6日|<死去>源経信(生年1016年/公卿､歌人)
1097年3月13日-09:00|日本|  ||永長2年閏1月27日|<死去>源頼綱(生年1025年/武将､歌人)
1097年5月-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾟﾀﾙ･ｽｳﾞｧﾁｯﾁ｣ﾊﾝｶﾞﾘｰ王がｸﾛｱﾁｱ王国を征服し殺害､ｸﾛｱﾁｱ
  王国崩壊
1097年5月21日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||第1回十字軍とﾄﾙｺ軍がﾆｶｴｱで攻防戦を開始
1097年6月19日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||第1回十字軍がﾆｹｰｱを占領し､ﾙｰﾑ朝は首都をｺﾆｱに移す
1097年6月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾆｶｴｱのﾄﾙｺ軍が東ﾛｰﾏ皇帝に降伏
1097年7月1日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾄﾞﾘｭﾗｴｳﾑの戦い>第1回十字軍でﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝の騎兵が襲撃するも撃退
1097年8月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｴｽﾃ辺境伯｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｱｯﾂｫ2世｣
1097年8月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ﾌｫﾙｺ1世｣(~1128年死去)
1097年9月13日-09:00|日本|京都府京都市|永長2年8月5日|暴風雨､高陽院･円乗寺など倒れ､死傷者多い
1097年9月29日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|永長2年8月21日|法皇郁芳門院のため醍醐寺無量光院を建てる
1097年10月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Etmond mac Mail Coluim｣
1097年10月8日-09:00|日本|  ||永長2年9月1日|彗星西に見ゆ
1097年10月20日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||第1回十字軍がｱﾝﾃｨｵｷｱ包囲開始
1097年12月27日-09:00|日本|  ||承徳1年11月21日|永長から承徳に改元
1098年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ｲｪﾚﾔﾝｶﾞ｣(~1102年)
1098年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾏﾙｺ･ﾎﾞｴﾓﾝ1世｣ﾀｰﾗﾝﾄ公(~11110303死去)
1098年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Poppo2世｣
1098年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世｣
1098年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾ-ﾙ伯･ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Renaud2世｣
1098年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Poppo2世｣
1098年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Ulric2世｣(~1107年)
1098年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ3世｣(~1120年死去)
1098年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾ-ﾙ伯･ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢William2世｣(~11480821死去)
1098年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾌｨﾘｯﾊﾟ｣｢ｱｷﾃｰﾇ公ｷﾞｮｰﾑ9世｣(~1101年)
1098年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾚｰﾙのﾛﾍﾞｰﾙ､ｼﾄｰ修道会を設立
1098年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾋｭｰ･ｵﾌﾞ･ﾓﾝﾄｺﾞﾒﾘｰ｣
1098年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｵﾌﾞ･ﾍﾞﾚｰﾑ｣(~1102年剥奪)
1098年 00:00|ﾏﾝ島/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾏﾝ島はﾉﾙｳｪｰの領地(~11030824)
1098年2月8日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｱﾚｯﾎﾟのｱｴﾙｼﾞｭｸ王ﾘﾄﾞｩﾜﾝがﾊﾚﾝｸの戦いで十字軍に敗退
1098年3月7日-09:00|日本|京都府京都市|承徳2年2月2日|丹波守･高階為章第(二条油小路)焼亡
1098年3月9日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｴﾃﾞｨｯｻ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣十字軍指揮官ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾛｰﾆｭがｴﾃﾞｨｯｻ
  市を奪い､ｴﾃﾞｨｯｻ伯領を樹立(~11001225退任)
1098年3月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ東部のﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ地方出身の修道士(ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ会士)ﾓﾚｰﾑのﾛﾍﾞｰﾙにより､開
  拓した｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭの森｣ｼﾄｰ(現ｻﾝ･ﾆｺﾗ･ﾚ･ｼﾄｰ)に､西欧中世修道会の最大会派の1つ｢ｼﾄｰ修道会｣が創立される/黒
  衣を脱いで白衣を身にまとう.日課の勉学時間を減らし､手仕事の時間を増やす.禁欲期間を増やし､卵と魚を
  食事から外す.僧院にはﾌﾚｽｺ､ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽ､彫刻を使用せず
1098年3月27日-09:00|日本|京都府京都市|承徳2年2月22日|京都大火/万里小路･富小路辺東西にわたり10余町焼
  失
1098年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<廃位>ﾄﾞｲﾂ王｢ｺﾝﾗｰﾄ｣
1098年5月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣ﾊｲﾝﾘﾋ4世の息子.共治(⇒11060106､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘ
  ｱ王~11250523没)
1098年5月2日-09:00|日本|京都府京都市|承徳2年3月28日|中御門堀川より大宮大炊御門まで焼失
1098年6月2日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲﾀﾘｱ|  |||<ｱﾝﾃｨｵｷｱ攻囲戦>第1回十字軍がｱﾝﾃｨｵｷｱの城内に突入し陥落.第1段階
  終了
1098年6月20日-09:00|日本|京都府京都市|承徳2年5月19日|この日まで霖雨あり鴨川氾濫､河原人家など流失･浸
  水
1098年6月28日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲﾀﾘｱ|  |||第1回十字軍がﾓｽﾙのｹﾙﾎﾞｶﾞを破る.第2段階終了
1098年7月2日-08:00|中国|  ||宋･元符1年6月|北宋の哲宗が元符(-1100年)と改元
1098年7月4日-09:00|日本|京都府京都市|承徳2年6月3日|京都霖雨洪水､鴨川氾濫し､河原の人家流失
1098年7月26日-09:00|日本|京都府京都市中京区|承徳2年6月25日|藤原師実の大炊御門第焼亡
1098年8月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾌｧｰﾃｨﾏ朝ｶﾘﾌが､ｾﾙｼﾞｭｸ朝からｴﾙｻﾚﾑを奪う
1098年9月3日-09:00|日本|京都府京都市|承徳2年8月6日|陸奥守･源有宗第(四条坊門室町)焼亡
1099年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣
1099年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｽｳｰﾄﾞ3世｣(~1115年)
1099年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Jibrail Arslan Khan｣(~1102年)
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1099年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣
1099年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｽｳｰﾄﾞ3世｣(~1115年)
1099年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾚｸﾀｰ｢祝福されたｼﾞｪﾗｰﾙ｣ｴﾙｻﾚﾑのﾗﾃﾝ人の聖ﾏﾘｱ修道院の下
  に設立(~11200903)
1099年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1099年)⇒<復位>｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ｣(~
  1100年)
1099年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1099年)⇒｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ｲｰｺﾞﾚｳﾞｨﾁ -｣(~1100年ｳ
  ﾞｫﾙｨｰﾆ公国領｡その後分離)
1099年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||ｷﾘｽﾄ教十字軍はｼﾘｱ沿岸の港を占領(~1268年)(1102-1152及び1153~129108
  03､ﾀﾙﾄｩｰｽ;1099~1268､ｱﾝﾃｨｵｷｱ;1299~13020926､ﾙｱﾄﾞ島)
1099年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ8世｣ｷﾞｮｰﾑ7世の息子(~1137年)
1099年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Jimena Diaz｣(~1102年)
1099年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||この頃､ﾌﾗﾝｽを代表する叙事詩｢ﾛｰﾗﾝの歌｣成立
1099年1月24日-09:00|日本|長崎県壱岐市|承徳3年|盛林和尚が普陀山須仙庵[坂本触､仙南寺]を開く
1099年1月24日-08:00|中国|  ||西夏･永安1年|西夏の崇宗が永安(-1100年)と改元
1099年1月27日-09:00|日本|京都府京都市下京区|承徳3年1月4日|六条院焼亡
1099年2月16日-03:00|日本|  ||承徳3年1月24日|<康和南海地震>卯の刻(午前6時ごろ)ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.0～8.3と推
  測される巨大地震が南海道､畿内を襲った/大和国興福寺では大門と回廊が倒壊､西金堂と塔が損傷/摂津国の
  天王寺では回廊が倒壊､土佐国では田1000余町が海に沈んだ
1099年6月3日-09:00|日本|  ||承徳3年5月12日|荘園の新設を禁止(康和の荘園整理令)
1099年6月5日-09:00|日本|京都府京都市|承徳3年5月14日|加賀守･源季節房第(六角猪熊)焼亡
1099年6月12日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾍﾞﾚｽﾁｴ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣
1099年6月12日-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾍﾞﾚｽﾁｴ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾔﾛﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1102年)
1099年7月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ｽﾞﾉｲﾓ･ﾌﾞﾙﾉ公摂政｢ﾎﾞｼﾞｳﾞｫｲ2世｣ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ2世の兄弟､ﾎﾞﾍﾐｱ公ｳﾞﾗﾁｽﾗﾌ2世の
  三男(~11001225退任~11240202死去)
1099年7月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ｽﾞﾉｲﾓ公｢ﾘﾄﾙﾄﾞ｣(~11120315死去)
1099年7月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<廃位>ﾌﾞﾙﾉ公｢ｵﾙﾄﾞｼﾞﾌ｣ﾎﾞﾍﾐｱ公ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ2世により更迭(~11130327死去)
1099年7月-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱがﾌﾞﾙﾉとｽﾞﾉｲﾓを占領(~10001225)
1099年7月15日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||第1回十字軍がｲｪﾙｻﾚﾑを占領し､ｲｽﾗﾑ教徒やﾕﾀﾞﾔ教徒を殺戮
1099年7月22日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ･ﾄﾞ･ﾌﾞｲﾖﾝ｣ﾌﾞﾛｰﾆｭ伯ｳｽﾀｼｭ2世とｲﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛｰﾆｭの
  息子.第1回十字軍が占領したｲｪﾙｻﾚﾑの守護として推される(~11000718死去40歳)
1099年7月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第159代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ2世｣
1099年8月12日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<ｱｽｶﾛﾝの戦い>ｴﾙｻﾚﾑ奪還に向かったｴｼﾞﾌﾟﾄのﾌｧｰﾃｨﾏ朝宰相ｱﾙ･ｱﾌﾀﾞﾙ
  の軍を第一次十字軍がｱｽｶﾛﾝで急襲し破る
1099年8月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第160代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｽｶﾘｽ2世｣(~11180121死去)
1099年9月3日-09:00|日本|  ||承徳3年8月16日|<死去>藤原通俊(生年1047年/公卿､歌人)
1099年9月15日-09:00|日本|  ||康和1年8月28日|承徳から康和へとまた改元
1100年-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||12世紀､ｸｯｸ諸島のﾗﾛﾄﾝｶﾞ島に居住始まる
1100年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国
1100年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾅﾗｶﾞﾙ国
1100年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Sallakshana-Varman｣(~1110年)
1100年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<発足>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾁｪﾗﾏﾝ王朝
1100年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Qutb al-din Hasan｣
1100年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢ｲｼｭｻﾞﾙﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｻｲﾝ1世｣(~1146年死去)
1100年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｼｬｰ=ｱﾙﾒﾝｽ｢Sokmen1世｣(~1111年死去)
1100年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||11-15世紀､南東ｱﾌﾘｶにｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｳｪの石造建築文化
1100年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｺｳﾞｨﾁ｣(~1118年)
1100年-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||この年､十字軍がﾊﾟﾚｽﾁﾅのﾊｲﾌｧ､ｱｯｶなど諸都市を攻略
1100年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||ﾄﾝｶﾞ人が南部ｱﾌﾘｶ､現ｻﾞﾝﾋﾞｱ地域に移住
1100年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Hugues1世｣
1100年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞｻﾙ伯｢Bernard2世｣
1100年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ4世｣
1100年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Theodoric｣(~11050102死去)
1100年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Pierre｣(~11060913死去)
1100年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢Bernard3世｣(~1111年)
1100年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ﾗﾆｴｰﾘ1世｣ｸﾞﾘｴﾙﾓ4世の子(~1135.5死去)
1100年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱとﾌﾗﾝｸ王国の通商協定締結
1100年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの東方植民始まる｡以降､ﾌﾗﾝｽなどにｺﾐｭｰﾝ都市生まれる
1100年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｸﾚｱ｣(~1147年)
1100年 00:00|ﾏﾘ|  |||西ｱﾌﾘｶでﾄﾝﾌﾞｸﾄｩの町建設
1100年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ|  |||12世紀､中央ｱﾝﾃﾞｽのﾃｨｱﾜﾅｺ･ﾜﾘ衰退
1100年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||このころｲﾝｶ族がｸｽｺに定住



1100迄(1445件)

1100年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||12世紀､ﾒｿｱﾒﾘ力北部辺境からﾁﾁﾒｶ人が大移動
1100年1月26日-09:00|日本|  ||康和1年12月14日|<任命>鎮守府将軍｢藤原実宗｣(~不詳)
1100年2月23日-08:00|中国|  ||宋･元符3年1月12日|<死去>北宋第7代皇帝｢哲宗｣24歳
1100年2月23日-08:00|中国|  ||宋･元符3年1月12日|<即位>北宋第8代皇帝｢徽宗｣(~1126年1月18日退位)尚太后
  摂政(-1101)
1100年7月18日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ･ﾄﾞ･ﾌﾞｲﾖﾝ｣40歳
1100年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｳｨﾘｱﾑ2世赤顔王｣狩猟中に横死/享年44(1056年生)
1100年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ﾍﾝﾘｰ2世碩学王｣(~11351201死去67歳)
1100年8月8日-09:00|日本|  ||康和2年7月|大江匡房,有職故実書｢江家次第｣を著わす
1100年9月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>対立ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ3世(ｷﾞﾍﾞﾙﾄ･ﾃﾞｨ･ﾗｳﾞｪﾝﾅ)｣
1100年9月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾘｸｽ｣(~1101.1投獄される)
1100年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢Geoffrey2世｣
1100年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｭ伯｢Rotrou3世｣(~11440508死去)
1100年12月22日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ2世｣
1100年12月22日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王代行｢ｵﾙﾄﾞｼﾞﾋ2世｣(~25日)
1100年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｴﾃﾞｨｯｻ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世｣(~11180402退任)
1100年12月25日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣ﾌﾞﾛｰﾆｭ伯ｳｽﾀｼｭ2世とｲﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛｰﾆｭの息子(
  ~11180402死去60歳)
1100年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ｴﾃﾞｨｯｻ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ1世｣
1100年12月25日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾎﾞｼﾞｳﾞｫｲ2世｣(1回目~11070514退位)


